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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者とともに移動することができるように構成されたコンピュータと、
　コンピュータに結合され患者の情報を入力するように構成された入力デバイスと、
　患者情報の第１の部分を表示する第１の表示スクリーンを備えてコンピュータに結合さ
れた第１の表示装置と、
　前記患者情報の前記第１の部分とは異なる第２の部分を表示する第２の表示スクリーン
を備えてコンピュータに結合された第２の表示装置と、
を具備し、
　第１及び第２の表示装置がベースに結合され、第２の表示装置、入力デバイス及びコン
ピュータは、分離したモジュールとしてベースから取外し可能である、
患者監視システム。
【請求項２】
　予め定められた時限全体にわたり予め定められた時点でとられた患者の生命徴候をふく
めた患者情報が患者チャート上に表示される、請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項３】
　入力デバイスが生理学的モニター、無線データ受信機及び手動入力デバイスのうちの少
なくとも１つを含む、請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項４】
　生理学的モニターが、心拍数モニター、体温センサー、血圧モニター、血中酸素レベル
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モニター、スケール及びＥＫＧモニターのうちの少なくとも１つを含む、請求項３に記載
の患者監視システム。
【請求項５】
　手動入力デバイスが、ペン式入力デバイス、キーボード、マウス、バーコード読取り装
置、又は音声認識入力デバイスのうちの１つである、請求項３に記載の患者監視システム
。
【請求項６】
　入力デバイスが、患者情報を記憶し表示するためコンピュータに対し実時間データ入力
を提供するべくコンピュータに結合された生理学的モニターを含む、請求項１に記載の患
者監視システム。
【請求項７】
　コンピュータに結合された第３の表示装置をさらに具備し、患者情報は第１、第２及び
第３の表示スクリーンの各々の上に表示される、請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項８】
　第３の表示装置、入力デバイス及びコンピュータは、患者と共に輸送するため第１及び
第２の表示装置から分離されている請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項９】
　第１の表示スクリーンが第２の表示スクリーンよりも大きい、請求項１に記載の患者監
視システム。
【請求項１０】
　第１及び第２の表示装置の上縁部が互いに整列するように、第１及び第２の表示装置が
ベースに結合されている、請求項９に記載の患者監視システム。
【請求項１１】
　第１の表示スクリーンの下縁部に隣接するより大きな第１の表示スクリーンの一部分が
、メニュー表示部域、ペン式入力デバイス及びタッチスクリーン入力デバイスのうちの少
なくとも１つのための１領域を提供している、請求項１０に記載の患者監視システム。
【請求項１２】
　小さい方の第２の表示装置、入力デバイス及びコンピュータが、患者と共に輸送するた
めの分離したモジュールとして第１の大きい方の表示スクリーンから取外し可能である、
請求項１０に記載の患者監視システム。
【請求項１３】
　遠隔場所に患者情報を伝送し遠隔場所から患者情報を受信するため、コンピュータが通
信網に結合されている、請求項１に記載の患者監視システム。
【請求項１４】
　前記第１の表示スクリーンの高さ及び幅は、前記第２の表示スクリーンの高さ及び幅よ
りも大きく、
　前記第１及び第２の表示スクリーンの上縁部が互いに整列するように、前記第１及び第
２の表示装置がベースに結合され、
　前記第１の表示スクリーンには、前記第２の表示スクリーンの高さと同じ高さの上部に
のみ、前記患者情報の第１の部分が表示され、
　前記第２の表示スクリーンには、前記第２の表示スクリーンの高さで前記患者情報の第
２の部分が表示される、
　請求項１に記載の患者監視システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
２０００年５月５日付の米国暫定出願第６０／２０２,２８３号及び２０００年８月３０
日付の米国暫定出願第６０／２２９,１３６号は、本書に明示的に参考として内含される
。
【０００２】
本発明は、患者を看護するため病院又はその他の診療施設内で看護師が看護拠点で使用す
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るように構成されたコンピュータシステムに関する。本発明は、看護拠点における電子デ
ータエントリを容易にし、自動データ捕捉を提供し、フローシートサイズになったプロポ
ーションをもつコンピュータシステムを提供し、看護拠点における情報へのアクセスを提
供する。
【０００３】
看護拠点にコンピュータを具備することにより、看護拠点において必要とされる場合に看
護拠点から離れた臨床検査センター、薬局、放射線室その他の場所からの情報へのアクセ
スが提供される。本発明のコンピュータシステムは、電子記録を作成するための看護拠点
における手動式及び自動式の両方の患者データエントリを内含する。本発明により、看護
師は、チャートデータを直接コンピュータに容易に入力できるようになる。さらに、コン
ピュータは、生命徴候モニター、ＩＶポンプなどといったさまざまなモニター及び医療デ
バイスから自動的に情報を受信する。従って、患者に関係する全てのデータは、看護拠点
にある単一の場所で捕捉される。本発明のコンピュータシステムに対するログオンは、看
護婦又は看護師が着用しているＩＲ又はＲＦバッジによって制御され得る。コンピュータ
は、病院の部屋の中で及び病院内での移動又は搬送中、患者と共にとどまるように設計さ
れている。換言すると、コンピュータは、患者が入院から退院に至るまでどこでも患者を
追従する。
【０００４】
看護拠点にコンピュータを具備することで、通信は改善される。臨床検査センター及び放
射線室の結果は、看護拠点において指示を出し診察する医師に対し電子的に提示される。
本発明のコンピュータシステムは、患者を看護するときに実際に会うことの全くない仮想
上のチームにより患者の看護を容易にする。コンピュータシステムは、患者ならびにその
患者のために指示された臨床検査センター手順及び診断手順に関係する情報を瞬時に捕捉
する。情報は、表示装置上の電子チャート又はフローシート内に表示される。一例を挙げ
ると、患者情報を表示するために２つの隣接する表示スクリーンが使用される。この情報
を患者のチャートに入力する上での遅延はほとんどない。かかる遅延は、従来のペーパー
チャートの場合、頻繁に発生する。従って本発明は、冗長な臨床検査センター作業又は診
断作業を患者に指示する確率を低減させる。電子レフェラル、許可及び診察は迅速、安全
かつ信頼性の高いものである。データを伝送し処方、臨床検査センター指示及び作業フロ
ーを自動化するために、Ｅメール又はイントラネット通信が使用される。
【０００５】
コンピュータシステムは、看護拠点における情報及び通信に対する更新されたアクセスを
提供する。患者データは、通信網によりコンピュータに結合された主サーバ内又はコンピ
ュータのメモリ内に記憶される。通信網を通して看護拠点においてコンピュータに接続さ
れた医師、薬局、放射線室、臨床検査センター、カテーテル検査室又はあらゆるＰＣが、
全ての患者情報に対するアクセスを利用できる。遠隔場所にいる医者又はその他の看護師
は、患者のコンピュータ又は主サーバーに通信網を通して接続することによって患者に関
する情報を検分することができる。換言すると、コンピュータシステムはネットワーク上
の１つのノードとして作用し、その他のノードからの情報にアクセスできる。
【０００６】
本発明は又、サービスのコストを捕捉し、計算書作成目的でコスト情報を伝送することが
できる。例えば、本発明のコンピュータシステムは、看護師のバッジから及び病室内にあ
る機器上のタグから信号を受信するために無線データ受信機を使用する。従って、本発明
のコンピュータシステムは、患者に提供されるサービスの実際のコストを決定することが
できる。コンピュータシステムは同様に、患者により使用される品物又は投薬又はその他
の処置のコストを捕捉するべく例えばキーボード又はバーコード読取り装置といったよう
な入力デバイスを内含している。
【０００７】
本発明のシステムは、Hill-Romから入手可能なＣＯＭposter（登録商標）通信システムと
共に使用できる。ＣＯＭposter（登録商標）システムに関する若干の詳細は、本書に参考
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として内含されている米国特許第５,５６１,４１２号、５,６９９,０３８号及び５,８３
８,２２３号の中で開示されている。
【０００８】
本発明の例示された実施形態においては、患者監視システムは、コンピュータ、コンピュ
ータに結合され患者情報を入力するように構成された入力デバイス及びコンピュータに結
合された第１及び第２の表示スクリーンを具備する。コンピュータは、第１の表示スクリ
ーン上に患者情報の第１の部分を表示し第２の表示スクリーン上に患者情報の第２の部分
を表示する。
【０００９】
本発明の例示された実施形態においては、システムは、メモリ及び患者を処置するための
医療デバイスを具備する。医療デバイスは、患者を処置するために医療デバイスが使用中
である場合にそれを標示する信号を提供するように構成されたインジケータを内含してい
る。システムは同様に、インジケータからの入力信号を受信するためコンピュータに結合
された結合器をも内含している。コンピュータは、メモリー内に、患者を処置するために
医療デバイスが使用中である時間量を記憶するように構成されている。
【００１０】
例示された１実施形態においては、コンピュータは、患者を処置するために医療デバイス
が使用中である時間量に基づいて医療デバイスの使用に対する計算書を生成するように構
成されている。医療デバイスは、例示的には、コンピュータが、患者を処置するために使
用される特定の医療デバイスを標示する内訳明細計算書を生成するように、一意的識別を
内含している。
【００１１】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、各看護師を一意的に識別する無線デ
ータ送信機を内含する識別バッジを装着した看護師が使用するための患者看護コンピュー
タシステムが提供されている。該器具は、患者情報を記憶するためのメモリを内含するコ
ンピュータ；コンピュータに結合された表示スクリーン；患者情報を入力するためコンピ
ュータに結合された入力デバイス；コンピュータに結合された無線データ受信機；及びコ
ンピュータ及び患者がいる部屋に看護師が入った時点でそれを検出するための検出用手段
を具備する。該検出用手段は、看護師がコンピュータシステムを使用する許可を得ている
か否かを決定し、得ている場合には、自動的にその看護師をコンピュータシステムにログ
インする。
【００１２】
本発明のもう1つの例示された実施形態においては、システムは、実時間ベースで患者の
少なくとも１つの生理学的条件を監視するための手段；患者の処置及び患者に対して処置
が与えられた時間に関係する情報を記録するための手段； 及び処置の後実時間ベースで
生理学的条件をさらに監視することにより患者の処置の有効性を決定するための手段、を
具備する。
【００１３】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、コンピュータシステムは、患者或い
は患者が上に載っているか又は患者に付随しているベッド、カート又はその他のデバイス
に割当てられている。システムはコンピュータ及び患者のさまざまな生理学的条件及び特
性を検知するための複数のデバイスを具備する。各々のデバイスは、コンピュータに結合
された出力端をもつ。又システムは、患者に関する情報を提示するべく配置された表示装
置をも内含している。
【００１４】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、患者を監視するためのシステムには
：プロセッサ；プロセッサに結合されメモリ；看護師がシステム内に命令を入力できるよ
うにするためプロセッサに結合されたユーザーインタフェース；プロセッサに結合された
表示スクリーン；プロセッサに結合された電源；及び生理学的モニター、処置デバイス及
び療法デバイスのうちの少なくとも１つを内含する医療デバイスにシステムを結合するよ
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うに構成されたコネクタモジュールが含まれている。該医療デバイスは、それを作動させ
るためにプロセッサ、ユーザーインタフェース、電源及びシステムの表示装置を用いかく
して医療デバイス内の冗長なコンポーネントが削減されている。
【００１５】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、患者監視システムは、コンピュータ
；コンピュータに結合された表示スクリーン；及びコンピュータに結合された複数の生理
学的モニターを具備する。コンピュータは、心拍数信号、呼吸速度、流体／電解質／栄養
情報、体温、神経学的監視及び血圧のうちの少なくとも２つに関係する少なくとも２つの
インジケータを表示スクリーン上に表示する。
【００１６】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、患者補助器具には、複数のキャスタ
をもつベース；ベースに結合されたサポート；サポートに結合されたＩＶポール；及びキ
ャスタのうちの少なくとも１つ及びサポートに対し結合されたブレーキ機構が含まれてい
る。該ブレーキ機構は、予め定められた重量がサポートに加わった時点で少なくとも１つ
のキャスタを制動するように構成されている。
【００１７】
例示された実施形態においては、器具はさらに、ベースとの関係において上向きにサポー
トをバイアスさせるように構成されたバネ及びサポートとブレーキ機構の間に結合された
リンクを具備する。該サポートは、それに予め定められた重量が加わった時点で下向きに
移動し、かくしてリンクを移動させてブレーキ機構を起動させる。
【００１８】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、歩行用器具は、ベース；ベースに結
合されたサポートを具備する。該サポートは、患者が握るように構成されたハンドルを内
含する。歩行用器具は、又、第１の端部部分及び離隔された第２の端部部分を有する座席
をも内含している。該第１の端部部分は、座席が上向きに旋回した着席位置と下向きに旋
回した保管位置の間で移動可能であるようにサポートに対し旋回可能な形で結合されてい
る。座席サポートは、座席の第2の端部部分に旋回可能な形で結合され、座席と一般に平
行に整列された第1の位置から、座席を着席位置で支持するべく座席に対し横方向に整列
された第2の位置まで移動可能である。
【００１９】
例示された実施形態において、器具には、座席サポートを座席に取りつけるように結合さ
れ、座席がその上向きに旋回した着席位置まで移動させられた時点で自動的に第２の位置
に座席サポートを保持するように構成されている結合器が内含されている。
【００２０】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、患者用補助器具は、患者の動きを補
助するためのハンドルをもつ歩行器；歩行器に結合されたコンピュータ；コンピュータに
結合された表示装置；及び歩行器に対し結合された第１の端部及び表示装置に結合された
第２の端部をもつ可動アーム、を具備する。
【００２１】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、患者補助器具には、複数のキャスタ
を有するベース；及びベースに結合され、第１及び第２の側面を有するサポートが含まれ
ている。該器具はさらに、サポートの第１の側面に結合されたラッチ機構をも内含する。
ラッチ機構は、患者支持器具に対しサポートを結合するように構成されている。該器具は
さらに、サポートに結合されたハンドルアセンブリを内含する。ハンドルアセンブリは、
患者のための支持ハンドルを提供するようサポートの第１の側面上に位置設定された第１
の指向方向から、サポートが患者支持器具に結合された時点で使用するためのプッシュハ
ンドルを提供するようサポートの第２の側面上に位置設定された第２の指向方向まで移動
可能な第１及び第２のハンドルを内含している。例示された実施形態において、患者支持
器具は、ベッド又は車椅子である。
【００２２】



(6) JP 4072343 B2 2008.4.9

10

20

30

40

50

本発明のもう１つの例示された実施形態においては、患者コンピュータシステムは、部屋
の中に位置設定された第１及び第２のの表示スクリーンをもつ表示装置；部屋の外では患
者と共に移動しかつ部屋の内部では患者と共にとどまるように構成さされているカート；
カートに結合されたコンピュータ；及びカートに結合された第３の表示スクリーン、を具
備する。該コンピュータは、この第３の表示スクリーンに結合され、かつカートが部屋の
中にあるとき第１及び第２の表示スクリーンに結合されている。
【００２３】
例示された実施形態においては、コンピュータは、第１及び第２のビデオカードを内含す
る。第１のビデオカードは、第１及び第３の表示スクリーンを駆動するように構成され、
第２のビデオカードは第２の表示スクリーンを駆動するように構成されている。
【００２４】
本発明のもう１つの例示された実施形態においては、コンピュータのための表示装置は、
内部領域をもつハウジング；ハウジングの内部領域の第１の部分の中に位置設定された第
１の表示スクリーン；及びハウジングの内部領域の第２の部分の中に位置設定された第２
の表示スクリーンを具備する。第１及び第２の表示スクリーンは、コンピュータが第１及
び第２の表示スクリーンの両方の上に情報を表示するような形でコンピュータに結合され
ている。
【００２５】
例示された実施形態においては、ハウジングは、第１の部分及び防水シールにより第１の
部分に結合されている第２の部分を内含している。
【００２６】
本発明の付加的な特長は、現在考えられている通りの本発明の最良の実施様式の一例であ
る例示された実施形態についての以下の詳細な説明を考慮することによって明らかになる
ことだろう。
【００２７】
図面の詳細な説明
ここで図面を参照すると、図１は、本発明の患者看護拠点コンピュータシステム１０のブ
ロック図を例示している。コンピュータシステム１０は、看護拠点における改良されたデ
ータアクセスを提供するように設計されている。集中コンピュータシステム１０が、さま
ざまなモニター、処置デバイス及び療法デバイスを組織し、患者のための実時間電子チャ
ートを提供することにより記録保持を容易にしている。本発明のコンピュータシステム１
０は同様に、特定の患者のための看護チームのメンバーであるさまざまな看護師間の通信
も改善する。コンピュータシステム１０は、検査の指示及び一人の患者について作業する
さまざまな看護師間の通信のためのプロセスを自動化する。
【００２８】
コンピュータシステム１０は、病院又はその他の医療施設での入院期間全体にわたり患者
に付帯するように設計されているコンピュータ１２を内含している。コンピュータ１２は
、データを記憶し検索するためメモリ１４に結合されている。コンピュータ１２は同様に
、以下で詳述する通り、例示的には第１及び第２の表示装置１８及び２０を内含する表示
装置１６に結合されている。コンピュータ１２はさらに少なくとも１つの入力デバイス２
２に結合されている。入力デバイス２２には、ペン又はスタイラス式の入力端、キーボー
ド、マウス、ジョイスティック、音声認識入力端、タッチスクリーン又はその他の適切な
入力デバイスが含まれる。入力デバイス２２は、看護師又はその他の個人が患者情報又は
その他の望ましい情報をコンピュータ１２に入力することができるようにする。
【００２９】
コンピュータ１２は同様に、通信網２４にも結合されている。通信網２４は、コンピュー
タ１２が遠隔場所から情報を送受することを可能にする。コンピュータ１２のメモリ１４
内に記憶された患者に関する情報は、遠隔場所で医者によりアクセスされ得る。さらに、
Ｅ－メールメッセージ又はその他の指示メッセージを、通信網２４上で病院の内外両方の
その他の場所まで伝送することができる。従って、看護師は、コンピュータ１２の入力デ
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バイス２２を用いて検査を予定したり又は或る種の投薬又は手術を要請することができる
。これらの指示又は処方はこのとき、通信網２４上で自動的に適切な場所へと伝送される
。さらに、検査の結果といったような情報を通信網上でコンピュータ１２まで送り、かく
して看護師が看護拠点においてその患者に関する全ての情報にアクセスできるようにする
こともできる。
【００３０】
上述のように、コンピュータ１２は、生理学的監視モジュール又は結合器３２を通して、
モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３０に結合することができる。例示的
には、結合器３２は、ＲＳ－２３２部品又はその他の適切なコネクタであってよい。コン
ピュータ１２は、モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３０からの信号を実
時間ベースで処理する。この情報は、表示スクリーン１８及び２０上に患者条件の電子チ
ャートを提供するのに用いられる。モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３
０には、心拍数モニター、体温センサー、血圧モニター（観血的又は非観血的）、ＥＫＧ
モニター、血中酸素センサー、カプノグラフ、人工呼吸器、ＩＶポンプ、スケール、胸部
排液モニターなどが内含されるが、これらに制限されるわけではない。
【００３１】
コンピュータ１２は又、バーコード読取り装置３４にも結合されている。バーコード読取
り装置３４は、標準的バーコード読取り装置又は２次元バーコード読取り装置のいずれか
である。バーコード読取り装置３４は、薬品が投与される時間とコストを捕捉するべく患
者に与えられる薬品タイプを標示するため、看護師がバーコードを走査できるようにする
。バーコード読取り装置３４は、患者に与えられるその他のあらゆる物品上、又は室内機
器上で使用することができる。もう１つの実施形態においては、伝送されたＲＦＩＤ信号
を読取るため、ＲＦＩＤ受信機／読取り装置３５をコンピュータ１２に結合することもで
きる。
【００３２】
コンピュータ１２は同様に、無線データ受信機３６にも結合される。データ受信機３６は
、例示的にはＩＲ又はＲＦ受信機である。しかしながら、無線データ受信機は、いかなる
タイプの受信機であってもよいとされている。受信機３６は、無線送信機３８からの伝送
信号を受信するように構成されている。送信機３８は標準的には、従業員が装着している
バッジ内又は機器のタグ上に内含される。以下で論述するように、無線データ受信機３６
は、看護拠点の付近の機器及び従業員のタイプ及び時刻を監視する。コンピュータ１２は
同様に、無線データ送信機４４にも結合されている。送信機４０は、例えば、１つの場所
からもう１つの場所まで患者を輸送する間に通信網２４からコンピュータ１２が遮断され
た場合といったような、病院内の受信ステーションに対し信号を伝送するために構成され
ている。
【００３３】
コンピュータ１２は同様にカメラ１２にも結合されている。カメラ４２からのビデオ信号
は、コンピュータ１２によって、通信網２４又は無線データ送信機４０を用いて遠隔場所
に伝送され得る。望ましい場合には、ＩＰ上のビデオといったようなインタネットプロト
コルを使用することもできる。従って、遠隔場所にいる医師が、患者の画像を検分するこ
ともできる。カメラ４２からのビデオ信号は又従来の磁気テープ記憶デバイスを用いてテ
ープに記録することもできる。
【００３４】
例示された実施形態においては、コンピュータ１２を電話４４に接続することもできる。
従って、看護師又は患者は、従来の要領で又はＩＰ上の音声といったようなインタネット
プロトコルを用いて通話を行なうべく電話４４を使用することができる。さらに、電話４
４上でコンピュータ１２により、メッセージ又は通報を伝送することもできる。例えば、
看護師がコンピュータ１２上でＥメールメッセージを受信する場合、看護師にそのメッセ
ージが音声メールでページング又は送達されうるように看護師に電話を介してそれを伝送
することもできる。電話回線上で受信された音声メールメッセージ又は命令は同様に、Ｅ
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メールメッセージに変換され、通信網２４又は送信機４０を介してもう１つの場所まで伝
送されるか又はコンピュータ１２での看護師によってアクセスのためコンピュータ１２上
に記憶され得る。
【００３５】
コンピュータシステム１０は、病院の内外にありうるもののその患者の看護に関連する情
報を生成する臨床検査センター、薬局、放射線室及びその他の場所からの情報の看護拠点
でのアクセスを提供する。看護拠点でコンピュータ１２によりアクセスするため、通信網
又は無線接続によってコンピュータ１２に結合されたサーバー１５のメモリ内に電子記録
が記憶される。しかしながら、看護拠点におけるアクセスのため、コンピュータ１２のメ
モリ１４内に電子記録を代替的に又は付加的に記憶することも、現在考えられている通り
の本発明の範囲内に入る。患者情報カテゴリーは、両方の表示スクリーン１８及び２０を
内含する大きい表示装置１６上に表示されているチャート上に統合される。コンピュータ
システム１２は、モニター２６、処置デバイス２８、療法デバイス３０、バーコード読取
り装置３４及び無線データ受信機３６から入手可能である実時間データと、入力デバイス
２２を用いてコンピュータ内に手動式に入力されたデータを統合する。以下で論述するよ
うに、コンピュータ１２は、輸送中及び例えば診断用、手術室その他といった病院内のそ
の他の場所で患者に付帯する。
【００３６】
図２～１０は、本発明のコンピュータシステム１０のコンポーネントのさまざまな実施形
態を例示している。図２及び３は、第１の表示スクリーン１８及び第２の取外し式表示ス
クリーン２０を内含する表示装置１６を例示している。表示スクリーン２０は、支持プレ
ート５４及びそれに結合されたハンドル５６をもつサポート５２から取外すことのできる
取外し式モジュール５０上にある。分離した表示スクリーン１８及び２０の代りに、単一
のより大きく細長い表示を使用することもできるということがわかる。ただし、コストそ
の他の理由から、より大きな全体的表示装置１６を提供するのに２つの表示装置１８及び
２０が使用される。同様に、以下で論述されているように必要とあらば、サポート５２に
対し２つ以上の表示スクリーンを結合させることができるということもわかる。
【００３７】
例示された実施形態においては、表示スクリーン１８は、サポート５２に固定されている
。バーコード読取り装置３４は、サポート５２のリセス５８内に保管できる。バーコード
読取り装置３４は、患者に供給された薬品又は機器といったような物品を走査するため矢
印６０の方向に取出される。入力デバイス６２も同様にサポート５２に固定される。プレ
ート５４は、例示的には、モジュール５０が矢印６６の方向でサポート５２上に搭載され
た時点でシステムの残りの部分とモジュール５０の間の接続を自動的に提供するコネクタ
６４を内含している。モジュール５０をコンピュータシステム１０のその他のコンポーネ
ントに結合するために、さまざまな接続用コードを使用することもできるということがわ
かる。コネクタ３２は、それが図２の矢印６８の方向に設置された時点でモニター２６、
処置デバイス２８及び療法デバイス３０からモジュール５０上の入口ポートまで信号を結
合するように構成されている。無線データ送信機３６も同様に、矢印７０の方向に送信機
４０を設置することによってモジュール５２に結合することができる。
【００３８】
コンピュータシステム１０は、ペーパーチャートを手動で更新しなくてすむように電子形
態で患者のためのフローシートを表示する目的で、フローシート寸法を提供するため両方
の表示スクリーン１８及び２０を使用する。以下で詳述するように、実時間データでフロ
ーシートを連続的に更新するために、モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス
３０からの実時間データが使用される。看護師は、図３に示されているスタイラス又はペ
ン７２といったような入力デバイスを用いてコンピュータ１２内に情報を入力することが
できる。例示的には、表示スクリーン１８及び２０は、スクリーンの一部分に触れるだけ
で情報を入力できるようにする形でタッチスクリーン技術を内含する。さらに、入力パッ
ド区分７４により、看護師は、ペン７２で書込んで情報を入力することもできるようにな
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っている。コンピュータ１２は、それが入力パッド７４上に書込まれた文字を認識するよ
うな形で、例えばParaGraph社製のウインドウズソフトウェア用CalliGrapher５.３といっ
たような手書き認識ソフトウェアを内含する。
【００３９】
図４及び５は、本発明のもう１つの実施形態を例示している。図１～３からの番号で参照
指示されている番号は、同じ又は類似の機能を果たす。図４では、ベースサポート５２は
、矢印８０の方向にペン７２を受入れるためのアパーチャ７８を内含するように形成され
たハウジングを内含している。
【００４０】
ハウジング７６には、生理学的モニター８２が結合されている。モジュール８２は、矢印
８８によって例示されているように、モニター２６、処置デバイス２８又は療法デバイス
３０に結合されたコネクタ８６を収容するように構成された複数のソケット８４を内含し
ている。図５は、ペン７２を用いて情報を入力する看護師を例示している。サポート５２
の残りの部分からのモジュール５０の容易な取出しを可能にするためモジュール５０に対
しハンドル５１が結合されている。以下で詳述するように、部屋内の適切な支持構造に対
して、又はベッド上又は別々のカート又はスタンド上にコンピュータシステムを結合する
ようにアームアセンブリ５３が構成されている。
【００４１】
本発明のもう１つの実施形態が図６－８に例示されている。この実施形態は、モジュール
５０に結合されるように構成されたモジュラ式生理学的監視インタフェース９０を示して
いる。生理学的監視インタフェース９０は支持アーム９８に対し旋回可能な形で結合され
た支持プレート９６に対してインタフェース９０をしっかり固定させるように構成された
ロック機構９４をもつ分離したハウジング９２を内含している。生理学的監視インタフェ
ース９０はさらに、モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３０に結合された
コネクタを収容するための複数のソケット１００を内含するように、形成されたコネクタ
９８を内含している。無線データ送信機１０２も同様にインタフェースハウジング９２に
結合されている。生理学的監視インタフェース９０は、さまざまなモニター２６、処置デ
バイス２８及び療法デバイス３０からの入力を受入れるための独自のプロセッサ及びメモ
リを内含することができる。もう１つの実施形態においては、インタフェース９０は、モ
ニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３０とモジュール５０内にある主コンピ
ュータ１２の物理的接続を提供しているが、独自のプロセッサを全く内含していない。
【００４２】
図６及び７は、生理学的監視インタフェース９０に結合された表示スクリーン２０を内含
するモジュール５０を示している。インタフェース９０にモジュール５０をしっかり固定
するためにロック１０４が提供されている。例示されている実施形態においては、モジュ
ール５０は、その内部のコンピュータ１２とインタフェース９０の間の電気的接続を提供
するため、インタフェース９０上のコネクタとかみ合うように構成されたコネクタ１０６
を内含している。もう１つの実施形態においては、モジュール５０とインタフェース９０
の間に電気接続を提供するべく、分離したコードを使用することができる。さらに、生理
学的監視が必要でない場合、モジュール５０を、ベースプレート９６に直接結合すること
もできる。モジュール５０及びインタフェース９０は、図７に示されているように１つの
ユニットとしてベースプレート９６から取外すことができる。従って、病院内でさまざま
な場所に患者と共に輸送するための以下で論述するようなベッド又はそれと隣接するカー
トに、コンピュータ１２ならびに監視能力を結合することができる。生理学的監視能力の
無いコンピュータ１２を内含するモジュール５０を輸送することしか望まれていない場合
、モジュール５０は、インタフェース９０から取外され、遠隔場所まで患者と共に輸送す
るためのベッド又はカートに結合される。
【００４３】
図９及び１０は、電話４４及びビデオカメラ４２が例示されている本発明のさらにもう１
つの実施形態を例示している。図１０に示されている看護師１１０は、図９に示されてい
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る患者の部屋の中のコンピュータハウジング１１４上にとりつけられたビデオカメラを通
して表示装置１６上のビデオ画像を見ることができる。看護師１１０は、遠隔場所で、患
者に関するチャート情報にアクセスすることもできる。図９及び１０は、ライン１１６に
よってハウジング１１４に結合された電話４４を例示している。患者は、図９内の看護師
１１０の場所１１８のビデオ画像を見ることができる。図９及び１０は同様に、電話４４
をダイヤルするためのボタン１２０をも例示している。
【００４４】
前述のように、本発明のコンピュータシステム１０は、病院での入院全体を通して患者を
追従するべく融通性をもつように設計されている。コンピュータシステム１０は看護拠点
においてデータを収集するべく室内に位置設定される能力を有する。コンピュタ１０は又
、廊下内などでデータを入力するべく、室外に移動させることもできる。従って、コンピ
ュータによって生成された電子チャート又はフローシート及び全ての付随するデータは、
病院における入院全体を通して患者に追従する。
【００４５】
図１１は、病院の救急室におけるコンピュータシステム１０を例示している。患者１２２
は、キャスタ１３０上を移動できるベース１２８上に担持された患者支持表面１２６を含
むストレッチャ１２４の上にいる。コンピュータシステム１０が、取付け用ブラケット１
３６によって頭部壁１３４のレール１３２上に取付けられている。例示的には、ブラケッ
ト１３６は、両頭矢印１３８の方向にレール１３２に沿って滑動できる。コンピュータシ
ステム１０は、看護師１４２、１４４が検分するために表示装置１１６の位置を調整する
べく、ブラケット１３６に結合されたアーム１４０上を旋回することもできる。心拍数モ
ニター１４６及び１４８といったような生理学的モニターが、ライン１５０によりコンピ
ュータシステム１０の入口コネクタ３２に結合されている。コンピュータシステム１２は
、実時間ベースでセンサーからの出力を記録し、表示スクリーン１８又は２０上にその出
力を表示する。スクリーン１８及び２０は、図１１に示されている実施形態においては逆
転されている。コンピュータ１２は同様に、チャート作成を目的としてモニターからのデ
ータをも記憶する。ＩＶポンプ１５２といったような処置デバイス２８からのデータも又
コンピュータ１２によって記憶される。看護師１４２及び１４４は、入力デバイス２２の
いずれかを介してコンピュータ１２内に情報を入力することができる。
【００４６】
図１２は、新生児集中治療室（ＮＩＣＵ）内のコンピュータシステム１０を例示している
。図１２では、コンピュータシステム１０は、小児１６２のための体温サポートデバイス
を提供する保育器１６０の近くに位置設定されている。コンピュータ１２は、小児１６２
の生命徴候１６２を監視する。コンピュータ１２は同様に、例示的には、保育器１６０内
の条件を監視するため保育器１６０のコントローラにも結合されている。小児に提供され
るあらゆる処置は同じく、入力デバイス２２、バーコード読取り装置３４又は無線データ
受信機３６を用いて手動式にコンピュータシステム１２内に入力することもできる。図１
２の実施形態では、コンピュータシステム１０はブラケット１６６により頭部壁１６４に
取付けられている。アーム１６８はブラケット１６６との関係において旋回可能である。
小児をもう１つの場所に移送する必要がある場合、コンピュータシステム１０の取外し式
モジュール５０が取外され、輸送のため保育器１６０に取付けられる。モジュール５０は
コンピュータ１２及び表示装置２０ならびにモニター２６、処置デバイス２８及び療法デ
バイス３０用のコネクタ３２を内含している。従って、コンピュータ１２は、輸送中小児
１６２に関する実時間データを捕捉し続ける。輸送中に病院内の基地局ユニットと通信す
るために、無線データ送信機４０が使用される。
【００４７】
図１３は、ブラケット１７０及びアーム１７２により診察室内の壁に結合されたコンピュ
ータモジュール５０を例示している。診察室は、病院内、医院又はその他の診療施設内に
ありうる。図１３では、患者１７４は、診察台１７６に座っている。診察台１７６は、例
示的には、患者の体重がコンピュータ１２によって自動的に記録されるようにコンピュー
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タモジュール５０に結合された出力端をもつスケール１７８を内含している。上述のデュ
アル表示装置１６を内含するコンピュータシステム１２全体を、診察室内で使用すること
ができる。しかしながら、コスト削減を目的として、診察室用としては、モジュール５０
上の単一の表示装置だけで適切であり得る。体温計１８０及び血圧測定用カフ１８２は同
様に、ライン１８４によりモジュール５０に結合されたコネクタ３２に結合されている。
従って、コンピュータ１２は、患者の体温及び血圧読取り値を自動的に捕捉する。看護師
１８６は、例示的にはタッチスクリーン又はペン式のシステムである入力デバイス２２を
用いて、付加的な情報を入力する。後に部屋に入ってくる医師がその実施形態１７４に関
する完全な情報にアクセスできるように、患者の症候を入力することもできる。この患者
チャート情報は、患者に関係する情報がその後の時点で必要とされた場合に、病院といっ
たような遠隔場所まで情報を伝送できるような形で、通信網２４に結合される。
【００４８】
本発明のもう１つの実施形態は、図１４に例示されている。この実施形態においては、看
護師１９２上のバッジ１９０からデータを受信するために、無線データ受信機３６が使用
される。部屋の中の医療機器上にタグ１９４も位置設定される。バッジ１９０及びタグ１
９４は、受信機３６によって受信される赤外線信号又はＲＦ信号といったような信号を伝
送する。バッジ１９０及びタグ１９４からの信号は、室内に存在する特定の看護師１９２
又は特定のタイプの機器を識別するための識別情報を内含する。コンピュータシステム１
２は、部屋の内部にその特定の看護師１９及び機器を位置設定されている時間を監視する
。タグ１９４からの信号は、状態情報（例えば使用中又は休止中）を内含することができ
る。機器の場所及び状態がつねにわかっていることにより、コンピュータは、その機器が
各患者のために使用されている時間量を決定することができる。従って、病院は患者１９
６に対し看護を提供する実費を決定することができる。さらに、コンピュータ１２は、患
者を治療する上で機器が使用される時刻と持続時間及び看護師１２が部屋の中で費した時
間を示す内訳明細計算書を生成することができる。このコスト情報は、内部の用途のため
に維持することもできるし、或いは又、使用した機器及び看護師の時間の正確な量につい
て各患者に請求を行なうため計算書作成ステーションまで送ることができる。
【００４９】
例示された実施形態においては、コンピュータシステム１０は、バッジ１９０から受信機
３６まで伝送された信号に基づき看護師１９２を識別する。許可された看護師１９２が部
屋に入るのを認識した時点で、コンピュータ１２はシステム１０にユーザーをログオンす
る。いかなるＥメール又は電話メッセージでも、表示装置１６を介して看護師１９２に与
えることができる。看護師１９２は、看護師１９２が指示を与えた検査の結果が入手可能
となった時点で、その通報を受けることもできる。
【００５０】
図１５は、ベッド２００のＩＶソケット２０６の中に位置設定されるように構成されたピ
ン２０４を内含する結合機構２０２によってベッド２００にコンピュータシステム１０が
結合されている本発明のもう１つの実施形態を例示している。ハブ２０８は、アーム２１
２に対し旋回する形で結合されたブラケット２１０を内含している。アーム２１２の相対
する端部は、コンピュータシステム１０のブラケット２１４に対し旋回する形で結合され
ている。ＩＶポール２１６がＩＶバッグ２１８及びポンプ２２０を支持している。ベッド
２００に対してコンピュータシステム１０を結合することにより、コンピュータシステム
１０は、図１７に示されているように、輸送中ベッド２００と共に輸送することができる
。従って、コンピュータ１２は、病院１０内の患者の輸送中、実時間ベースで、モニター
２６、処置デバイス２８及びあらゆる療法デバイス３０からのデータを捕捉し続ける。無
線送信機４０及び受信機３６により、コンピュータ１２は、輸送中病院内の基地局と連絡
状態を維持することができる。
【００５１】
図１８は、取外し式モジュール５０がサポート５２から取外され、カート２２０に結合さ
れている本発明のもう１つの実施形態を例示している。カート２２０は、ベース２２２、
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人工呼吸器２２６を保持するためのサポート２２４及び旋回可能なＩＶポール２２８及び
２３０を内含している。例示的には、カート２２０は、本書に参考として内含されている
米国特許第５,９６６,７６０号及び米国特許出願第０９／１０５,２５５号に開示されて
いる通りHill-Romから入手可能なCareporterカートである。カート２２０は、モジュール
５０を収容するための旋回可能な支持アーム２３０を内含している。モジュール５０は、
コンピュータ１２、メモリ１４、及び入力デバイス２２と共に表示装置２０、コネクタ３
２、無線データ送信機４０を内含する。
【００５２】
図１９は、ＲＦ送信機２４２といったような無線送信機をもつジャンクションボックス２
４０を例示している。ジャンクションボックス２４０は、個別の送信機をもたない生理学
的モニター、ＩＶポンプ又はその他のデバイス２４６に結合されるように構成されている
複数の入口コネクタ２４４を内含する。例えば、ジャンクションボックス２４０は、入口
コネクタ２４４に結合された全てのデバイス２４６と共に救命集中治療室内で使用できる
。従って、病院は、各デバイス２４６上に送信機を設置する出費をこうむる必要がない。
送信機２４２は、ベッド又はベッドに隣接するカート上に位置設定されたコンピュータシ
ステム１０の無線データ受信機３６までデバイスからデータを伝送する。
【００５３】
ジャンクションボックス２４０は、デバイス２４６からのデータを選択された量だけ記憶
するための内部メモリ２４８を内含する。ジャンクションボックス２４０のための電源コ
ード２５０は、適切な電源コンセント内に差込まれるように設計されている。
【００５４】
ジャンクションボックス２４０は同様に、コンピュータシステム１０の無線データ送信機
４０からデータを受信するための無線受信機２５２をも内含している。ジャンクションボ
ックス２４０は同様に、例示的には、ジャンクションボックス２４０に結合されたデバイ
ス２４６を認識するようにプログラミングされているプロセッサ２４０を内含している。
ジャンクションボックス２４０は、コンピュータ１２、送信機２４２及び受信機２５２と
通信する。プロセッサ２５４は、コンピュータシステム１０からの信号が受信機２５２に
より検出されているか否かを決定することにより、コンピュータシステム１０がデータ伝
送範囲内にあるか否かを決定する。コンピュータ１０がジャンクションボックス２４０か
らのデータ伝送を受信するための範囲内にある場合、デバイス２４０からのデータは、コ
ンピュータ１２がメモリ１４内にデータを記憶しているデータ受信機３６から送信機２４
２によって伝送される。コンピュータシステム１０がデータ受信範囲内にない場合、プロ
セッサ５４は、ジャンクションボックス２４０のメモリ２４８内にデバイス２４６からの
データを記憶する。コンピュータシステム１０が伝送範囲内にあることをプロセッサが再
度判断した時点で、プロセッサは記憶されたデータをデバイス２４６からコンピュータシ
ステム１０の無線データ受信機３６に伝送する。従ってデバイス２４６の各々の上に送信
機を必要とすることなく、チャート作成目的のための情報がコンピュータシステム１０に
供給される。
【００５５】
図２０－２４は、患者補助器具２６０のためのさまざまな用途を例示している。患者補助
器具２６０は、キャスタ２６４をもつベース２６２を内含している。サポート部分２６６
がベース２６４に結合されている。サポート部分２６６には、空気又は酸素タンク２６８
が結合されている。ＩＶポール２７０も同様に患者補助器具２６０に結合されている。ハ
ンドル２７２が、サポート２６６の上端部に結合されている。サポート２６６の上端部に
は、コンピュータサポート２７４も結合されている。コンピュータサポート２７４は、以
上で論述されているように、例示的には全コンピュータシステム１０から取外されている
コンピュータモジュール５０を収容するように構成されている。モジュール５０は、単一
の表示装置２０、コンピュータ１２、メモリ１４、無線データ受信機３６、無線データ送
信機４０及び、モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３０にコンピュータ１
２を接続するための結合器３２を内含する。従って、患者２７６の生命徴候ならびにＩＶ
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ポンプ２７８いったようなさまざまなデバイスからの出力はコンピュータ１２によって実
時間で捕捉される。表示装置２０は同様に患者の生命徴候を表示する。患者のデータは、
無線データ送信機４０を介して、通信網２４に伝送されるか又は局所メモリ内に記憶され
る。図２０では、患者補助器具２６０は、外科手術といったような医療措置の後の患者の
外出を補助するための歩行器タイプのデバイスとして使用されている。患者補助器具２６
０は、患者２７６が自らの平衡を保つのを助け、コンピュータ１２を看護拠点に維持する
。
【００５６】
図２１は、部屋の内部でのＩＶポールとして使用するためのコンピュータモジュール５０
と患者補助器具２６０を例示している。看護師２８０は、上述の通り、ペン７２を用いて
患者２７６に関連する情報を入力する。図２２は、車椅子２８２に結合された患者補助器
具２６０を例示している。看護師２８０は、車椅子２８２を押すためにハンドル２７２を
使用する。車椅子２８２に患者補助器具２６０をしっかりと固定するために、結合機構が
使用される。ここでも又、コンピュータモジュール５０は、患者の輸送中、モニター２６
、処置デバイス２８及び療法デバイス３０からのデータを監視し記録することができる。
さらに、患者の情報及びチャートは全て、輸送中、表示装置２０上で入手可能である。図
２３は、矢印２８４によって例示されているような室内のサポート５２からの取外し式モ
ジュール５０を例示している。このとき、モジュール５０は、ベッド２９０上の患者を輸
送するため矢印２８６によって例示された通りに患者補助器具２６０へと搭載される。看
護師２８０は、輸送中、表示装置２０上で患者のチャート及び生命徴候を検分することが
できる。患者補助器具２６０は、適切なラッチ機構によりベッド２９０に結合される。図
２４は、ＣＴスキャナ２９２といったような検査設備においてベッド２９０から患者補助
器具２６０を結合解除できることを例示している。患者２７６は、ベッド２９０から出さ
れてテーブル２９４上に置かれる。患者補助器具２６０は、ベッド２９０から結合解除さ
れ、ベッド２９０が部屋から取出される時には患者２７２のそばに残される。従って、モ
ジュール５０内にあるコンピュータ１２は、患者２７０が検査設備にいる間、モニター及
び処置デバイスからのデータ及び患者データを捕捉し続ける。全ての以前の検査結果及び
チャート情報は、検査設備において看護師が利用できる。さらに、チャートは、実時間ベ
ースで完全なものであり続ける。或る種のケースでは、検査結果は、コンピュータ１２に
自動的に伝送される。その他のケースでは、検査結果は後に得られ通信網２４を介してコ
ンピュータ１２に伝送される。全ての検査結果及び臨床検査センターの結果は、看護拠点
で利用可能であることから、本発明は、患者２７２に対する検査が重複する確率を減少さ
せる。
【００５７】
図２０～２４の実施形態においては、患者に関するデータは、無線データ送信機により中
央ナースステーション又は主サーバーに伝送されて、任意の場所に伝送される。従って、
患者の生命徴候又はその他の情報は、中央ステーションで表示又は監視され得る。
【００５８】
部屋の中にあるとき、コンピュータシステム１０は同様に、患者を教育するためのツール
としても使用される。患者の特定の診断又は条件に関係する情報は、患者が自らの身体条
件を処置するための治療計画を理解するような形で患者に提供される。コンピュータ１２
は、退院後に医師の指示を遵守するのを補助するためにも使用される。例えば退院後に、
患者向け指示と共に表示装置１６上に参考情報を提供することができる。表示装置１６は
同様に、看護師が部屋にいないときにＴＶセットとして使用できる。
【００５９】
図２５～２７は、ベッド３０２に隣接する病室内に位置設定されたワークステーション３
００を例示している。ワークステーション３００は、廊下内又は病室外のその他の場所で
も使用することができる、ということがわかる。コンピュータシステム１０は、ワークス
テーション３００からベッド３０２の反対側に示されている。ワークステーション３００
は、コンピュータシステム１０と同じ側にあってもよいということがわかる。例示的には
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、ワークステーション３００は、上部キャビネット３０４、ライト３０６、キーボード３
０８及びサポート３１０を内含する。コンピュータシステム１０は、支持アーム３１２か
らワークステーション３００上のサポート３１０まで移動可能である。データは、キーボ
ード３０８を含めたペン７２又はその他の入力デバイスを用いてコンピュータシステム１
０内に入力される。コンピュータシステム１０は、ワークステーション３００上にあると
き、モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３０からのデータを監視し記録す
る。付加的なキャビネット３１２がキーボード３０８の下に位置設定されている。キャビ
ネット３１２はワークステーション３００の残りの部分と一体化して形成されてもよいし
或いは又矢印３１４の方向に移動可能である図２６に示されているような別個のものであ
ってもよいということがわかる。図２７に示されているように、看護師３１８が情報を極
秘にコンピュータシステム１０に入力できるようにするため、例示的には、ワークステー
ション３００に隣接してカーテン３１６が備えられている。キーボード３１８は、図２６
に示されているように、中央記憶区分３２０内に引込めることができる。図２９及び３０
は、図２８及び２９に示されているような、ワークステーション３２２のもう１つの実施
形態を例示している。ワークステーション３２２は、中央開放領域３２４、上部記憶キャ
ビネット３２６及び棚３２８を内含する。コンピュータシステム１０は、支持アーム３３
０上に取付けられ、患者の看護拠点でベッド３３６に隣接して位置設定された位置から、
ワークステーション３２２における看護師によるアクセスのため空間３２４内でコンピュ
ータ１０が旋回させられる図２９に例として示されている位置まで旋回可能である。分離
したキーボード３３２が、コンピュータシステム１０への付加的な情報の入力のためにワ
ークステーション３２２上に具備されている。棚３２８の下には、移動可能なキャビネッ
ト３３４が位置設定されている。ワークステーション３２２全体は、それが室内で１つの
ユニットとして移動できるように、可動カート上にあってもよいということがわかる。
【００６０】
図３０～３３は、コンピュータシステム１０を支持するための付加的なカートを例示して
いる。図３０において、カート３４０は、ベース３４２及びそれに結合された中央部分３
４４を内含する。中央部分３４４は、引出し３４６を内含している。コンピュータシステ
ム１０を支持するためのスタンド３４８が上部表面３５０に位置設定されている。スクリ
ーン又は隔壁３５２が中央部分３４４に結合され、プライバシーのため上部表面３５０の
まわりに１８０°以上延びている。看護師３５４は、コンピュータシステム１０内に情報
を入力するとき、プライバシーのために望まれる通りに、患者３５８から離れるように、
両頭矢印３５６で例示された通りにスタンド３４０を回転させることができる。
【００６１】
図３１には、もう１つのカート３６０が例示されている。カート３６０は、キャスター３
６４をもつベース３６２を内含している。中央ペデスタル３６６が入れ子式部分３６８及
び３７０を内含している。入れ子式区分３６８に、電線保管用トレイ３７２が結合されて
いる。入れ子式区分３６８及び３７０を上下するために、制御装置３７４及び３７６が具
備されている。作業表面３７８にはハンドル３８０及び３８２が含まれている。コンピュ
ータシステム１０のモジュール５０又はコンピュータシステム１０全体のいずれかが、サ
ポート３８２に結合されるように構成されている。プルアウトキーボード３８４が、作業
表面３７８の下に位置設定されている。表面３７８は、手書き認識ソフトウェアにより認
識されるコンピュータ１２内に入力すべき情報を看護師が書き出すことができるようにす
る図２中のデバイス７４といった入力デバイスを内含することができる。
【００６２】
さらにもう１つのカート３９０は、図３２及び３３に例示されている。カート３９０は、
ひき出し３９４をもつ中央部分３９２を内含している。中央部分３９２には、脚部３９６
及びキャスタ３９８が結合されている。スタンド３９０は、角度のついた上部作業表面４
００及び、看護師４０６によるアクセスのため図３３内の矢印４０４の方向で延長位置ま
で移動させることのできるキーボード４０２を内含している。コンピュータ１０は、ピボ
ット接続４１０により入れ子式支持アーム４０８に結合される。アーム４０８は、コンピ
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ュータ１０の高さを上下させるべく、図３３内の両頭矢印４１２の方向に伸縮可能である
。コンピュータ１０は同様に、図３３に両頭矢印４１４によって例示されているように、
軸４１２を中心として旋回可能である。
【００６３】
図３４は、本発明の実時間電子チャート作成機能の要約を例示している。上述のように、
デュアル表示装置１８及び２０は、病院内での患者の記録をつけるのに用いられる従来の
フローシートのサイズに近いサイズでのチャートの複製を可能にする。デュアル表示装置
１８及び２０は同様に、２つの別々のソフトウエアアプリケーションを同時に検分できる
ようにする。単一の表示装置を使用することもできるということがわかる。しかしながら
、チャート情報を提供するためには、コスト削減を目的としてデュアル表示装置が使用さ
れる。換言すると、チャートデータの１つの部分が第１の表示スクリーン１８上に表示さ
れ、患者データチャートのもう１つの部分が第２の表示スクリーン２０上に表示される。
コンピュータ１２は、モニター２６、処置デバイス２８及び療法デバイス３０からのチャ
ート上に実時間ベースで情報を入力する。換言すると、コンピュータ１２は、通常患者の
チャート又はフローシート上に保持される実時間情報を提供するべくこれらのデバイスを
監視する。例えば、コンピュータ１２は、体温、呼吸、リズム、心拍数、血圧、血中酸素
レベル又は、監視が望まれるその他のあらゆる生命徴候に関する情報のチャートを自動的
に作成する。コンピュータ１２は、チャート上にこの情報を実時間ベースでグラフにする
。
【００６４】
コンピュータ１２は同様に、ブロック４２０に例示されているようにベッド状態をも監視
する。ベッド状態４２０には、さまざまなベッドデッキ区分の場所に関する情報又はベッ
ドの機械的機能に関するその他の情報を内含される。コンピュータ１２は同様に、ブロッ
ク４２２に例示されているように、ベッド式の療法デバイスをも監視している。これらの
療法デバイスは例えば、患者のために提供される熱処置デバイス、軽打按摩、振動又は回
転療法が内含される。コンピュータ１２は、かかる療法が行なわれる実際の時刻とその持
続時間を監視する。コンピュータ１２は、療法が行なわれる時刻を検分し次にその療法に
基づいて患者の身体条件が改善するか否かを決定することにより、これらの療法の結果の
有効性を監視できるように、チャート上にこれらの療法を標示する。コンピュータ１２は
同様に、バーコード読取り装置３４、ＲＦＩＤ読取り装置又はブロック４２４によって記
されているようなその他の入力デバイスを用いて、投与された薬剤をも監視する。ここで
も又、実時間ベースでこれらの投薬のチャートを作成することにより、看護師は、薬剤が
投与される時刻との関係においてその他の生命徴候を監視することで投薬の有効性を決定
することができる。検査結果も同様に、ブロック４２６で例示されているように、コンピ
ュータ１２によって監視される。これらの検査結果は、さまざまな処置の有効性を分析す
るにあたり一助となるよう、適宜チャートに作成される。上述のように、モニターからの
チャート作成は、患者が部屋の中にいるか否かとは無関係に続行する。モジュラーインタ
フェースカードは、モニター、処置デバイス及び療法デバイスをコンピュータシステム１
０に接続するために具備されている。オープンシステムにより、さまざまなメーカーから
のデバイスを、システム１０に結合することができる。従って、生命徴候は、患者が部屋
にいるか否かとは無関係にアーカイブされフローチャートに自動的にダウンロードされる
。こうして、従来のペーパーチャートと比べてより完全なチャートが提供される。
【００６５】
コンピュータ１２は同様に、本書に参考として内含されているＰＣＴ出願第ＰＣＴ／ＵＳ
９９／２５３１１号の中で開示されているようなスマートマットレスに結合することもで
きる。スマートマットレスは、コンピュータ１２により監視されチャート作成される患者
の体重、心拍数、呼吸、体温、ＥＫＧ、ＥＣＧ、ＳａＯ2などに関係する出力信号を生成
する。
【００６６】
本発明のもう１つの実施形態は、図３５に例示されている。図３５の実施形態は、完全に
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一体化された看護提供システム５００を提供する。システム５００は、医療製品のメーカ
ーがシステム５００と共に機能するようなモジュール製品を生産できるようにするオープ
ンアーキテクチャを提供する。これらの医療デバイスメーカーは、モジュラーデバイスが
より小型化及び軽量化されるように、共通のハードウェア及び冗長システムにアクセスす
る。より小型で軽量のモジュラーデバイスは、人間工学的な恩恵及び環境内へのその設置
を容易にする。システム全体５００は同様に、これらの冗長システムを削減することによ
って、コスト面の利点をも有している。システム５００は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）
５０４、電源５０６、バッテリバックアップ５０８、表示装置５１０及び図形ユーザーイ
ンタフェース５１２をもつ中央ステーションを内含する。ユーザーインタフェース５１２
は、上述のあらゆるタイプの入力デバイスを内含することができる。医療デバイスモジュ
ール５１４は、ステーション５０２の複数の入力コネクタ５１６に結合されるように構成
されている。例示的には、モジュール５１４の医療デバイスは、生命徴候モニター、ＩＶ
ポンプ、人工呼吸器、圧迫ブーツ及び患者の看護を提供又は監視するのに使用できるその
他の医療デバイスである。モジュール５１４は、例示的には、ＣＰＵ、電源、表示装置又
はユーザーインタフェースを内含していない。モジュール５１４がコネクタ５１６に接続
されている場合、モジュール５１４は、それが中央ステーション５０２のＣＰＵ５０４、
電源５０６、バッテリバックアップ５０８、表示装置５１０及びユーザーインタフェース
５１２を使用するような形で、適切なコネクタ５１８を内含している。
【００６７】
中央ステーション５０２は、全ての医療機器メーカーがシステム５００と共に機能できる
ようなモジュール５１４を製造することができるように、オープンアーキテクチャを提供
する。システム５００は、図１を参照しながら上述した通り通信網２４への接続、バーコ
ード読取り装置３４、無線データ受信機３６、無線データ送信機４０、カメラ４２、及び
電話４４といったようなその他のコンポーネント（図示せず）を内含している。ＣＰＵ５
０４は同様に、メモリ５１８にアクセスする。モジュール５１４は、冗長システムが使用
されていないことから、さらに廉価である。モジュール５１４内では、デバイスの実際の
処置部分のみが必要とされる。モジュール５１４の制御は、ステーション５０２の図形ユ
ーザーインタフェース５１２を用いて提供される。モジュール５１４の動作に関する情報
は、モジュール５１４上の別の表示装置上ではなく表示装置５１０上に表示される。電力
は、ステーション５０２が壁コンセントに接続されている場合には電源５０６を介して、
又例えば輸送中といったようにステーション５０２が壁コンセントから遮断されている場
合にはバックアップバッテリ５０８を介して供給される。ひとたびモジュール５１４が接
続されたならば、システム５００は、病院における患者の入院期間全体を通して患者情報
のチャートを作成するためのデータを捕捉するよう、前述のように動作する。
【００６８】
図３６～３８は、図３５に示された本発明の実施形態を例示している。この実施形態にお
いては、カート５２０は、キャスタ５２４によって支持されたベース５２２及び人工呼吸
器５２８及び除細動器５３０を収納するための中央部分５２６によって支持されているベ
ース５２２を内含している。カート５２０を押すためのハンドル５３２が具備されている
。第１の支持アーム５３４がハブ５３６に結合されている。モジュール収容区分５４０は
、モジュール５４４を収容するための複数のモジュール収容キャビティ５４２を内含して
いる。コンピュータシステム５００は、ハブ５３６に取付けられた第２のアーム５４６に
結合されている。表示装置５１０はデュアルスクリーンを内含する。モジュール５４４な
らびに人工呼吸器５２８及び除細動器５３０といったような医療デバイスモジュールは、
図３５に例示されているモジュール５１４と類似している。換言すると、これらのモジュ
ールは、コンピュータシステム５００のＣＰＵ５０４、電源５０６、バックアップバッテ
リ５０４、表示装置５１０及びユーザーインタフェース５１２を使用する。図３６は、矢
印５５０の方向で、ベッド５４８に向かって押されるカート５２０を例示している。大型
表示装置５５２が、壁に隣接するベッド５４８に結合されている。表示装置５５２も同様
に、表示スクリーン５５２上に患者に関連する情報を表示するため、通信網又は無線送信
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機を介してコンピュータシステム５００に結合されている。看護師５５４が部屋の中にい
ない場合、ピクチャ又はＴＶ画像といったようなもう１つの画像を表示スクリーン５５２
上に提供することができる。図３７は、患者５５６の頭端部に近い看護拠点においてコン
ピュータ５００に対するアクセスを提供するため、ベッド５４８の頭端部に隣接する場所
にあるカート５２０を例示している。図３８は、輸送中にベッドにドッキングされたカー
ト５２０を例示している。図３８は、同様に、モジュール収容キャビティ５４２から取出
されたモジュール５４４の１つを例示している。さらに図３８は、カート５２０に対しい
かに人工呼吸器５２８を接続するかを例示している。
【００６９】
図３９及び４０は、本発明のもう１つの実施形態を例示している。図３９では、オーバー
ベッドテーブル６０２とコンピュータ６００が一体化されている。テーブル６０２は、キ
ャスタ６０６により支持されているベース６０４を内含する。テーブル６０２はさらに、
保管部分６１０及び上部キャビティ６１２を有するサイドサポート６０８を内含する。コ
ンピュータサポート６１６には、コネクタ６１４が結合されている。例示的には、矢印６
２０に示されているように、サポート６１４は、軸６１８を中心に回転することができる
。コンピュータシステム６００は、表示装置６２２を内含するパーソナルコンピュータを
内含する。電話６２４は、コンピュータ６００と一体化されている。電話はコンピュータ
６００から分離されていてもよいということがわかる。図４０は、コンピュータ６００に
患者６２８がアクセスできるように病院のベッド６２６より上に位置づけされたオーバー
ベッドテーブルを例示している。従って、患者６２８は、Ｅメール、インタネット、治療
計画又はコンピュータゲームといったようなその他の品物にアクセスすることができる。
患者５２６は、事業を行なったり、又質問するために医師にＥメールを送ったりすること
ができる。
【００７０】
本発明のもう１つの実施形態は、図４１に例示されている。図４１の実施形態においては
、図１に示された表示器具１６の代りに表示器具６３０が使用されている。表示器具６３
０は、ベース又はサポート６３６に結合されている第１及び第２の表示スクリーン６３２
及び６３４を内含する。例示的には、表示装置６３４は、コンピュータ１２と共に別のモ
ジュールとしてベース６３６から取外すことができる。コネクタ６３８には、例示的に、
コンピュータ１２及び第２の表示装置６３４がベース６３６に結合された時点で、第１の
表示装置６３２にコンピュータ１２を接続するための雄及び雌部分が内含されている。第
１の表示装置６３２には、高さ寸法６４０及び幅寸法６４２が内含されている。第２の表
示装置６３４は、高さ寸法６４４と幅寸法６４６を内含する。図４１に例示されているよ
うに、第１の表示装置６３２の高さ及び幅寸法６４０及び６４２は、第２の表示装置６３
４の高さ及び幅寸法６４４及び６４６よりも大きい。従って、取外し式表示装置６３４は
静止表示装置６３２よりも小さい。第１の表示装置６３２の上縁部６４８は、例示的には
、サポート６３６上の第２の表示装置６３４の上縁部６５０と整列される。例示された実
施形態においては、チャート情報又はその他の患者情報が、両方の表示装置６３２及び６
３４上に提供される。例示的には、チャート作成データは、寸法６５２により例示されて
いるように、表示装置６３２の上部部分にのみ提供されている。寸法６５２は、第２の表
示装置６３４の高さ寸法６４４と同じ高さである。寸法６５４により例示された第１の表
示装置６３２の下部部分は、例示的には、メニュー項目又はアイコンを提供するために用
いられる。スクリーン６３２の区分６５４は同様に、上述のように手書き認識を提供する
ペン又はスタイラス式の入力区分としても使用可能である。所望の場合には、ベース６３
６に対し付加的な表示スクリーンを結合できることがわかる。
【００７１】
患者を輸送し、患者が病院内を移動できるようにすることが望ましい場合、コンピュータ
１２及び表示装置６３４はベース６３６から取外されベッド、患者補助器具、スタンド又
はその他の上述のとおりのデバイスに結合され、患者が病院内を移動する間コンピュータ
１２と表示装置６３４が看護拠点で患者と共にとどまるようになっている。コンピュータ
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システム１０のその他のコンポーネントは、上述のように実時間監視及びデータエントリ
を可能にする。
【００７２】
図４２は、本発明の生理学的モニター信号ジャンクションボックス及び送信機のもう１つ
の実施形態を例示している。例示された実施形態においては、監視モジュール６６０は、
ストラップ６６６により患者６６４に結合されているハウジング６６２を内含する。ハウ
ジング６６２を、何らかの適切な構造により患者６６４のその他の部分に結合することが
できるということがわかる。さらに、モジュール６６０を、ベッド又はストレッチャとい
ったような患者支持デバイス６６８に結合することもできる。上述のように、モジュール
６６０を、患者補助デバイス、スタンド又はワークステーションに結合することもできる
。心拍数モニター、体温センサー、血圧測定用カフ、血中酸素モニター、ＥＫＧモニター
などといったようなさまざまな生理学的モニターがコネクタライン６７０によりモニタに
結合される。モジュール６６０は、生理学的モニターからアンテナ６７２又はその他の適
切な無線送信機を介してコンピュータ１２まで又は無線受信機を用いて伝送された信号を
受信するサーバー１５まで信号を伝送する。
【００７３】
例示的には、モジュール６６０は、図２中の要素３２及び図４中の８２と類似している。
モジュール６６０は、コンピュータモジュール５０又は壁コンセントに結合された時点で
充電され得る分離したバッテリを内含していてよい。
【００７４】
本発明のさらにもう１つの実施形態は図４３に例示されている。この実施形態においては
、コンピュータモジュール６８０は、上述のように患者支持器具６６８、患者補助器具２
６０又はその他のデバイスに結合されるように構成されている。本書に記述されている数
多くの結合機構を用いて、コンピュータモジュール６８０をベッド又は患者サポート６６
８、患者補助器具２６０又はカート又はワークステーションのうちの１つに接続すること
ができる。図４３の実施形態においては、コンピュータモジュール６８０は、コンピュー
タ１２及び、Ｄ１６以外図１に示されているコンポーネントを内含する。コンピュータモ
ジュール６８０は、表示スクリーン１８及び２０に加えて第３の表示装置６８２を内含す
る。この実施形態においては、表示スクリーン１８及び２０は、図４３に示されているよ
うに、取付け用アーム６８６及びその他の支持構造により室内の壁６８４に取付けられた
状態にとどまる。上述の通り、患者情報及び入力は、表示スクリーン１８及び２０上で受
信される。室内にあるとき、モジュール６８０内のコンピュータ１２は、患者情報がスク
リーン１８及び２０上に表示されるように物理的配線接続又は無線接続を介して、表示ス
クリーン１８及び２０に対し結合されている。しかしながら、室外に輸送されるときは、
表示スクリーン６８２が用いられる。
【００７５】
モジュール６８０には、上述のように接続ライン６９０により生理学的モニター２６、処
置デバイス２８及び療法デバイス３０に結合された入力コネクタ６８８が内含されている
。コンピュータが通信網２４から遮断された時点で、モニター２６、処置デバイス２８及
び療法デバイス３０から主サーバー１５まで信号を伝送するべく無線データ送信機４０が
提供されている。従って、コンピュータ１２は、コンピュータモジュール６８０が室内に
あるとき、細長い単一表示装置、又は並置された表示スクリーン１８及び２０のいずれか
を内含するより大きな表示スクリーン１６を使用する。より大きい表示装置１６は、病院
中の異なる部屋に位置設定でき、そのためコンピュータモジュール６８０は患者情報を表
示するため各部屋の中で表示装置を使用することができるようになっている、ということ
がわかる。
【００７６】
例示された実施形態は、患者と共にとどまるように設計されたコンピュータを内含する看
護拠点におけるコンピュータを提供しているが、本発明のもう１つの実施形態には、患者
に取付けられたモジュールベッド、テーブル、ストレッチャ、保育器などといった患者サ
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ポートに対する有線又は無線接続を通して通信するように構成された中央コンピュータ、
サーバー又はその他のプロセッサが内含されている。換言すると、例示された実施形態に
おいては、コンピュータ１２は、患者がどこへ行こうと各患者と共にとどまっているが、
新生児センタといったような部屋の中の単一の中央コンピュータ又はサーバーを、各患者
又は小児に結びつけられた分離した入力デバイス及び表示装置と共に数多くの患者又は小
児のために使用することができる、ということがわかる。
【００７７】
本発明のもう１つの実施形態は、図４４に例示されている。図４４は、心拍数、呼吸速度
、流体／電解質／栄養、体温及び神経学的監視といったような患者の生命徴候に関する情
報を表示するための例示的表示スクリーンである。監視された生命徴候のうちの１つに関
連して警告又は注意の視覚的標示を看護師に与えるため、図４４に示された星形のさまざ
まな区分を、色、サイズ又はその他の要領で調整することができる。視覚的インジケータ
に加えて、測定されたパラメータの各々の実際値を、表示スクリーン上に表示することが
できる。上述のように、これらの監視項目を、コンピュータのメモリ内に記憶させるか又
は遠隔場所にある主サーバーに対し伝送することができる。このとき信号は、時間ベース
でチャート作成される。処置は同様に、看護師がさまざまな処置の有効性を評価し、追加
の処置又は臨床検査センターの作業を要求するか又は矯正措置をとるように介入すること
ができるように、時間ベースで手動式又は自動式のいずれかで記録される。患者の身体条
件を改善するか又は後遺症が発生するのを防ぐのに特定の処置又は療法が有効であったこ
とを示すことによって、その処置についての代価請求及び集金能力又は患者に対し施され
た処置又は療法についての払い戻しを受ける能力が改善されることになる。
【００７８】
本発明は、以下の特長のうちの単数又は複数のもの又はそれらの組合せを具備する；
１．　患者が上に載っているか又は患者が結びつけられているベッド又はその他のデバイ
ス又は患者に割当てられ、コンピュータ； 各々コンピュータに結合された出力端をもち
、患者のさまざまな身体的条件及び特徴を検知するための複数のデバイス及び患者の条件
及び状態を提示するように配置された表示装置を具備する、コンピュータシステム又はそ
のコンポーネント。
【００７９】
２．　患者に関するデータ及び命令を入力するための複数の入力デバイスを具備する、か
かるシステム。
【００８０】
３．　患者及び検知デバイスに関するデータを記憶し検索するため及び、時間ベースで関
係を示すため一定の時間にわたりかかるデータを表示するように構成された、かかるシス
テム。
【００８１】
４．　患者の履歴が検索及び表示のために記憶されているメモリを具備する、かかるシス
テム。
【００８２】
５．　検知用デバイスが、心拍数センサー、呼吸速度センサー、神経学的監視センサ、体
温センサーなどを内含している、かかるシステム。
【００８３】
６．　時間ベースでメモリ内に流体、電解質及び栄養データを入力するための手段を具備
する、かかるシステム。
【００８４】
７．　患者データの遠隔監視及びデータ及び命令の遠隔入力を提供する通信網を具備する
、かかるシステム。
【００８５】
８．　患者の画像を提供するべくコンピュータに対するビデオ撮像入力端をさらに具備す
る、かかるシステム。
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【００８６】
９．　コンピュータに対する超音波画像入力端をさらに具備する、かかるシステム。
【００８７】
１０．コンピュータに対するＸ線画像入力端をさらに具備する、かかるシステム。
【００８８】
１１．患者の状態及び条件が記憶され、表示装置上の時間ベースの提示のために使用され
る、かかるシステム。
【００８９】
図４５及び４６は、ベース７１２、上部垂直支持部材７１４、下部垂直支持部材７１５及
び、上部垂直サポート７１４に結合された上部サポート７１６を有するポータブル式又は
可動式ワークステーション７１０を例示している。複数の保管コンテナ７１８も、下部サ
ポート７１６の下で上部垂直サポート７１４に結合されている。上部サポート７１６は、
上部垂直サポート７１４に結合されたベースフレーム７２０を内含している。図４５に示
されている引込み位置から図４６に示された拡張位置までが移動できるように、キーボー
ド７２２がトラック７２４により可動状態でベースフレーム７２０に結合されている。キ
ーボード７２２のための解放機構７２６が図４５に例示されている。
【００９０】
上部表面７２８が、トラック７３０によってベースフレーム７２０に可動状態で結合され
ている。上部表面７２８は、図４５に示された引込み位置から、図４６に示されているよ
うなベースフレーム７２０との関係における拡張位置まで移動可能である。従って、ワー
クステーション７１０を、キャスターを介して室内に入れた後、看護師は、患者データを
入力又は再検討するべくワークステーションを準備するようにキーボード７２２及び上部
表面７２８を拡張させることができる。中央垂直サポート７１４、７１５の高さは、看護
師が、図４５に示されたような起立位置及び図４６に示されているような着席位置のいず
れかでキーボード７２２上にデータを入力できるような形で調整可能である。
【００９１】
患者コンピュータシステム７３２は、例示的には、上部表面７２８に結合される。上述の
ように、コンピュータシステム７３２は、患者に関するフローシート又はその他の情報を
表示するために第１及び第２の表示装置７３４及び７３６を内含する。例えば血圧測定用
カフ及び体温プローブといったような生理学的モニターがコンピュータシステム７３２内
に統合されている。モニターは、分離したデバイスであってもよい。
【００９２】
図４７Ａ、４７Ｂ及び４８は、表示装置７３４及び７３６上に表示された例示的タイプの
情報の詳細を示している。例示的には、図４７Ａ内の情報は、スクリーン７３４上に表示
され、図４７Ｂ内の情報は、スクリーン７３６上に表示される。図４７Ｂの領域７４０は
、患者のアイコン上のさまざまな領域を選択することによる患者の頭からつま先までの身
体的評価のデータエントリを容易にする。看護師は、アイコン及びエントリキーを用いて
患者に関係するさまざまなタイプの情報を表示又は入力することができる。「ロールイン
」ワークステーション７１０は、患者の看護拠点において専用コンピュータを提供するべ
く患者と共に移動させられる。
【００９３】
本発明のもう１つの実施形態は、図４９～５４に例示されている。患者補助カート７４０
は、サイドサポート７４４及び７４６及びそれに結合された細長いプレート７４８及び７
５０をそれぞれ収納するベース７４２を内含している。７５２は、プレート７４８及び７
５０の片端に結合されている。キャスタ７５２は、自立型脚起動式ロックを内含する。ロ
ッキング７５４はプレート７４８及び７５０の反対側に結合されている。以下で記述する
ように、キャスタ７５４は、中央ブレーキ機構を内含している。
【００９４】
プレート７４８及び７５０は、キャスタ７５２及び７５４に対する結合のための可とう性
重ね板バネを提供するため、それぞれサイドサポート７４４及び７４６の端部を超えて延
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びている。換言すると、プレート７４８及び７５０は、不均等な表面上をカート７４０が
移動する間わずかにたわむことができる。患者補助カート７４０は、ベース７４２の中央
部分７４５に結合された拡張する支持管７５６及び７５８を内含する。患者補助カート７
４０はさらに、以下で論述するように、キャスターブレーキ機構７６０、折畳み式座席７
６２及び可動ハンドル７６４を内含する。酸素又は空気タンク７６８を支持するため、ベ
ース７４２の中央部分７４５にタンク支持ブラケット７６６が取付けられている。複数の
ＩＶポール７７０が、支持管７５６及び７５８に結合されている。複数の生命徴候モニタ
ー入力ポートを内含するコンピュータ７７２が、カート７４０の中央取付け部分７７４に
結合される。例示的には、取付け部分７７４は、支持管７５６と７５８の間に延びている
。コンピュータ７７２は、軸７７６を中心にしてカート７４０上で回転できる。
【００９５】
図５０は、取付け部分７７４の中に形成された中央アパーチャ７７８を例示している。例
示された実施形態においては、カート７４０上のデバイスに電力を供給するため、サイド
サポート７４４及び７４６の内側にバッテリ７８０が位置設定されている。図５０に示さ
れているように、ベース７４２内の区画内には、絶縁形トランス７８２及び充電器７８４
も位置設定されている。プラグ（図示せず）により利用可能な場合には部屋の壁コンセン
トにカート７４０を結合させることができる。バッテリ７８０は、患者補助カート７４０
対しコンピュータ７７２を電気的に結合させるため、アパーチャ７７８と整列された電気
コネクタ７８６に結合される。コンピュータ７７２は、カート７４０上の雌コネクタ７８
６とかみ合うように構成された雄コネクタ７８８を内含している。例示的には、電力コネ
クタ７８８が、コンピュータ７７２に２４ＶＤＣの電源を提供する。送受信機７９０がコ
ンピュータ７７２に結合される。例示的には、送受信機７９０は、上述のようにデバイス
又はネットワークと通信するようＩＲ又はＲＦ信号を送受信する。上述のデュアル表示装
置に電力供給するため、コネクタ７９２が提供される。コンピュータ７７２は、表示スク
リーン７９４を内含する。さらに、コンピュータ７７２は、前述のように体温モニター、
血圧モニター、ＳＰＯ２モニター、ＥＣＧモニター又はその他のモニターといったような
モニタをコンピュータ７７２に結合するため複数の入力コネクタ７９６を内含する。患者
が病院のベッド又は病室から離れたところにいるとき、その患者の生命徴候及びその他の
特徴が実時間ベースで監視され続けるような形で、コンピュータ７７２又はインタフェー
スコネクタに対し電線又は無線接続によって、又は上述のようにコンピュータ７７２に、
生理学的モニター又はその他のデバイスが結合されている。
【００９６】
患者補助器具７４０は、病室内の床スペースを保存し、人間工学的位置に位置設定され、
１つの場所で全てのデバイスを管理する。コンピュータ７７２は、自動データ捕捉及び患
者の場所の如何に関わらず患者データにアクセスしこれを入力する能力を可能にするよう
、患者に追従する。患者補助器具７４０は、患者外出デバイス、輸送デバイス及び室内補
助デバイスを提供する。本発明のもう１つの実施形態においては、ベース７４２に棚付き
タンス（図示せず）が結合されている。こうして、部屋の中の分離したベッドサイドの棚
付きタンスの必要性がなくなる。
【００９７】
図５３及び５４は、支持ポスト７５６及び７５８に結合されたコンピュータ８００のもう
１つの実施形態を伴う患者補助カート７４０を例示している。この実施形態においては、
第１の可動アーム８０４に表示スクリーン８０２が取付けられている。可動アーム８０４
は、支持管７５８に結合されている旋回式アーム８０６に結合されている。図５３及び５
４の実施形態は、以下の図６９に示されているように病院のベッドを押すため患者補助カ
ート７４０を使用するときに看護師に対して、又、歩行器として患者補助カート７４０を
使用する患者に対してさらに大きい可視性を提供する。
【００９８】
コンピュータ８００は、図５５及び５６により詳細に例示されている。コンピュータ８０
０は、それぞれ支持管７５６及び７５８に結合されるように構成された端部部分８１０及
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び８１２をもつハウジング８０８を内含する。実施形態において、コンピュータ８００は
、カート７４０から容易に取外しできない。コンピュータ８００は、上述のように、生命
徴候モニタのための複数の入力端８１４を内含している。例示的には、NewYork, Brewert
onにあるNasiff Associates,Inc から、生命徴候モニターを入手することができる。コン
ピュータ８００については、その他のタイプの適切な監視モジュールを使用できるという
ことがわかる。複数のＲＳ２３２ポート８１６がコネクタ８１８を収容するように構成さ
れている。コンピュータ８００は同様に、ＵＳＢポート８２０及びプリンタ／マウスポー
ト８２２も内含する。コンピュータ８００はさらに、図５６に示されているように、複数
のＡＣ電力レセプタクル８２４、スピーカ８２６、ハードディスクドライブ８２８及び電
力変換装置８３０を内含する。さらに、コンピュータ８００は、少なくとも１つのＰＣＭ
ＣＩＡカードスロット、無線ＬＡＮデバイス及び無線インタネットデバイスを内含するこ
とができる。コンピュータ８００は、以下で論述する通り、アーム８０４に取付けられた
ハウジング８３２を内含する表示スクリーン８０２に結合されている。
【００９９】
図５７及び５８は、表示装置８３４及び入力デバイス８３６が支持アーム８０４及びコン
ピュータ８００に結合されている本発明のもう１つの実施形態を例示する。さらに、図５
７及び５８は、ＩＶポール７７０に結合されたＩＶポンプ８３８及びＩＶ袋８４０を示す
。胸部排液器具８４２も同様に、支持管７５８に結合されている。
【０１００】
図５８は、下向きに旋回した位置にあるアーム８０４及び低位置での使用を容易にするた
めアーム８０４との関係において旋回された表示装置８３４を例示する。アーム８０４は
、それが軸８４６を中心にして回転するような形でピボット接続８４４によりカート７４
０のアーム８０６に回転可能な形で結合されている。アーム８０６は同様に、支持管７５
８を通って延びる軸を中心として回転可能である。従って、表示装置８３４及び入力デバ
イス８３６は、入力デバイス８３６及び表示スクリーン８３４の使用を容易にするため複
数の異なる方向性で位置づけ可能である。
【０１０１】
患者を支持するための座席７６２のさらなる詳細は、図５９及び６０に例示されている。
座席は、図５３に示されている上向きに旋回させられた支持位置から図５４に示されてい
る下向きに旋回させられた保管位置まで、移動可能である。図５９及び６０に示されてい
るように、取付け用部材８５０には、例えば図４９に示されているように、カート７４０
の支持管７５８及び７５６を収容するべく構成されたアパーチャ８５２及び８５４が内含
されている。取付け用部材８５０は、ピボット接続により、平面座席８５６に旋回可能な
形で結合されている。従って、座席８５８は、図５３に示されている上向きに旋回させら
れた位置と図５４に示された下向きに旋回させられた位置の間で取付け用部材８５０との
関係において旋回する。座席サポート８６０が、離隔した結合器８６２により座席８５６
に結合されている。サポート８６０の端部部分８６４は、サポート８６０が座席８５６と
の関係において軸８６６を中心として旋回可能となるような形で、結合器８６２内に延び
ている。結合器は、サポート８６０を図６０に示された位置に保持するため、サポート８
６０の相対する側方部分８７０を収容するように構成されている。結合器８６２は、図６
０に示された位置から図５４及び５９に示された位置までのサポート８６０の動きを容易
にするため、傾斜表面８７２を内含している。側方部分８７０は、矢印８８２の方向にサ
ポートが旋回させられるにつれて、図５９に示されているように外向きに移動する。サポ
ート８６０は、座席８５６を支持するべく図５３に示されているようにプレート７４８及
び７５０と係合するように構成されている離隔した支持脚部８７４及び８７６を提供する
べく整形されている。
【０１０２】
座席７６２を使用することが望まれる場合、オペレータは、図５４の矢印８７８の方向に
取付け用部材８５０を中心にして上向きに座席８５６を旋回させる。座席８５６が持ち上
がるにつれて、サポート８６０は、側方部分８７０が図６０に示された位置にサポート８
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６０を保持するため結合器８６２の中に形成された切欠き８６８の中に入るまで図５９内
の矢印８８０の方向に軸８６６を中心として下向きに旋回する。従って、サポート８６０
は、下向きに自動的に旋回し、座席８５６が上向きに旋回させられた時点で結合器８６０
により支持位置に維持される。
【０１０３】
座席を保管位置に移動させることが望まれる場合、ユーザはまず第１に、図５３及び６０
に示された矢印８８２の方向に軸８６６を中心としてサポート８６０を旋回させる。サポ
ート８６０は、図５４に示されているように、シート８５６と全体に同一平面になるよう
に旋回する。シート８５６は、保管のため図５４に示された位置にサポート８６０を保持
する。
【０１０４】
図５３及び５４は同様に、ハンドルアセンブリ７６４を例示している。図５３に示されて
いる指向方向にあるとき、患者は、サポートとして又は歩行器のように、ハンドル８８４
及び８８６を使用できる。センターバー８８７がハンドル８８４と８８６の間に延びてい
る。ハンドルアセンブリ７６４が、図６１、６３及び６４に最も良く示されている結合用
機構８９０によりカート７４０に結合される。ハンドル８８４及び８８６は、図５４に示
されているように、支持管５６及び５８の反対側にくるよう図５３の矢印８８８の方向へ
軸８９１を中心にして旋回可能である。図５４の指向方向では、ハンドル８８４及び８８
６は、患者補助カート７４０に取付けられたベッド、車椅子又はその他のデバイスを押す
ため看護師により使用可能である。
【０１０５】
図６１及び６２に示されているように、センターロッド８８７は、相対する端部に隣接し
て平坦な区分８９２をもつ円筒形本体部分を内含している。端部結合器８９４は、バー８
８７に結合される。各結合器８９４は、ハンドル８８４、８８６の一端部を収容するよう
に構成されたアパーチャ８９６を内含している。各結合器８９４上には、ストッパ８９８
がある。図６３及び６４を見れば最もよくわかるように、取付け用機構８９０は、支持管
７５６又は７５８を収容するべく形成されたアパーチャ９００を内含する。ハンドル８８
４及び８８６が図６３に示されているように上向きに旋回された時点で、センターバー８
８７上の平坦な区分８９２は、結合機構８９０内に形成された開口部９０２と整列する。
開口部９０２内にはさらばね座金９０４及び摩擦部材９０６が位置設定されている。摩擦
部材９０６の内部表面は、例示的には、外部表面支持管７５６又は７５８を係合するよう
円筒形状をもつ。図６３に示されているように平坦な区分８９２が開口部９０２と整列さ
れているとき、取付け用機構８９０は、図５３の両頭矢印９０８の方向で支持管７５６及
び７５８上を上下に滑動できる。図５４は、ハンドルアセンブリ７６４が下向きに移動し
たところを示している。ハンドル８８４及び８９６は、この指向方向で座席８５６のため
のアームレストを提供する。
【０１０６】
ハンドル８８４及び８８６が図６４の矢印９１０の方向で下向きに旋回させられた時点で
、センターバー８８７は、矢印９１２の方向に回転し、これにより、バー８８７の外側円
筒形部分は、さらばね座金と係合させられ、かくして、この座金を圧縮し、摩擦部材９０
６を管７５６及び７５８の外部表面と係合するように移動させる。従ってハンドルアセン
ブリ７６４は、支持管７５６及び７５８上で所定の位置に保持される。
【０１０７】
患者補助カート７４０が、病院ベッド又は車椅子を押すのに使用される場合、ハンドル８
８４及び８８６は、支持管を超えて図５４に示された位置まで回転させられる。センター
バー８８７の円筒形表面は同様に、さらばね座金９０４をも圧縮し、図５４の指向方向に
あるときポスト７５６、７５８に対し摩擦部材９０６を移動させる。図５４に示された位
置にハンドルをロックするため、結合器８９４上のストッパ８９８と整列状態になるまで
シャトル部材９１６を移動させるべく、各取付け用機構８９０上にシャトルロック９１６
が内向きにプレスされる。シャトル部材９１６は、ハンドルを図５３に示された位置まで
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旋回し戻すことが望まれる場合、反対方向に移動させられる。
【０１０８】
図６５は、本発明の１実施形態のキャスタ制動機構７６０を例示している。支持管７５６
及び７５８が各々、例示的に内部管９２０全体にわたり取付けられている。支持管７５６
及び７５８が、バネ９２４により矢印９２２の方向に上向きにバイアスされる。結合器９
２６が各々の支持管７５６、７５８に結合されている。結合器９２６は、離隔されたアー
ム９２８及び９３０を内含している。キャスタ７５４は、軸９３２を中心とした回転のた
め、プレート７４８及び７５０に回転可能な形で結合される。キャスタ７５４は、アクチ
ュエータ９３６がその長手方向軸９４０を中心に回転させられた時点で、内部ブレーキ９
３８を起動させるように構成された回転式ブレーキアクチュエータ９３６をもつステム９
３４を内含している。キャスタ７５４の一例としては、Tenteから入手できる型式番号２
９４４のキャスタがあるが、適切ないかなるキャスタでも使用できる。アーム９４２は、
アーム９２８と９３０の間に延びるピン９４４により結合器９２６に対し旋回可能な形で
結合されている第１の端部をもつ。アーム９４２の反対側の端部には、アクチュエータ９
３６全体にわたり位置設定された細長いスロット９４６が内含されている。例示的には、
スロットは、相対する側壁が、六角形のアクチュエータ９３６の相対する辺と係合するよ
うなサイズとなっている。ユーザーが歩行器として患者補助カート７４０を使用し、充分
な力でハンドル８８４及び８８６を押し下げると、支持管７５６及び７５８が患者の体重
によって矢印９４８の方向に下向きに強制される。同様にして、ユーザーが座席７６２上
に座った時点で、ユーザーの体重は、支持管７５６及び７５８を矢印９４８の方向に下向
きに移動させる。結合器７２６は同様に下向きに移動してアーム９４２を軸９４０を中心
として旋回させ、かくしてアクチュエータ９３６を回転させキャスタ７５４を制動する。
【０１０９】
本発明のもう１つの実施形態においては、支持管７５６及び７５８は直接キャスタ上で管
の上に取付けられ、上向きにバネによりバイアスされる。従って、支持管に対する体重の
付加により、支持管に結合されたブレーキはキャスタと係合することになる。
【０１１０】
図６６～６８は、図５３、５４、５７及び５８に示された取付け用アーム８０４の詳細を
例示している。アーム８０４は、表示スクリーン８０２、８３４に固定されるように構成
された平坦な表面９５２をもつヘッド９５０を内含している。ヘッド９５０は、スロット
９６０及び９６２を画定する中央部分９５８及び外壁９５４及び９５６を内含する。コネ
クタ９６６により、患者補助カート７４０にベース９５４が旋回する形で結合されている
。ベース９６４は、第１及び第２のスロット９７４及び９７６を画定する中央部分９７２
と第１及び第２の離隔した側壁９６８及び９７０を内含している。下部リンク機構９７８
には、図６８を見れば最も良くわかるようにプレート９８４により互いに結合された離隔
したアーム９８０及び９８２が内含されている。図６６に示されているように、アーム９
８０は側壁９５４と側壁９６８の間に結合されている。アーム９８２は、適切な締結装置
により、側壁９５６と側壁９７０の間に結合されている。アーム９８６及び９８８は同様
に、ヘッド９５０とベース９６４の間に旋回可能な形で結合されている。アーム９８６は
、スロット９６０の中にある第１の端部とスロット９７４の中にある第２の端部を有して
いる。アーム９８８は、スロット９６２の中にある第１の端部とスロット９７６の中にあ
る第２の端部を有する。図６７に示されているように適切な締結装置９９２により、結合
器９９０がプレート９８４にしっかりと固定されている。ガスアシストスプリング９９４
には、結合器９９０に対し旋回可能な形で結合された第１の端部９９６及び、ピン１００
０により上部アーム９８６及び９８８の間に旋回可能な形で結合された第２の端部９９８
が内含されている。アームコンポーネント全体にわたり、カバー１００２が位置設定され
ている。ベース９６６は、上部プレート１００４を内含する。図６７に示されているよう
に、ベース９６４は、締結装置１００６によってプレート１００４にしっかり固定される
。アーム８０４が図５７に示されているような一般に垂直な位置から図５８に示されてい
る一般に水平な位置まで旋回させられるにつれて、取付け用表面９５２は、アーム８０４
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が垂直位置及び水平位置のいずれかにあるとき表示装置８０２、８３４が見えるように回
転する。
【０１１１】
図５４及び６１に示されているように、患者補助カート７４０は、例示的には、ハンドル
８８４及び８８６のための取付け用機構８９０と一体化して形成されている一対のラッチ
機構１０１０を内含している。ラッチ機構１０１０は、分離して形成することもできると
いうことがわかる。各ラッチ機構１０１０は、第１及び第２の上部アーム１０１２及び１
０１４及び第１及び第２の離隔した下部アーム１０１６及び１０１８をもつサポートを内
含している。第１のラッチ部分１０２０は、アーム１０１２と１０１４の間にピン１０２
２により旋回可能な形で結合される。第２のラッチ部分１０２４は、ピン１０２６により
、アーム１０１６及び１０１８の間で旋回可能な形に結合されている。
【０１１２】
ラッチ１０１０は、図６９に最も良く示されているように、患者補助カート７４０を病院
ベッド１０３０にしっかり固定するように構成されている。ベッド１０３０は例示的には
、ベース１０３２及びベース１０３２に結合されたフレーム１０３４を内含している。例
示的には、フレームは、ヘッドフレーム部材１０３６を内含している。離隔したブラケッ
ト対１０３８がヘッドフレーム部材１０３６に取付けられている。ブラケットは、ラッチ
１０１０を入れるように構成されている図７０～７２に示されたクロスピン１０４０を内
含している。最初、上部及び下部ラッチ部分１０２０及び１０２４は、図２０に示されて
いる指向方向に位置設定される。上部ラッチ１０２０はアーム１０４４を、下部ラッチ１
０２４はアーム１０４６及び１０４８を内含する。最初、ラッチ部材１０２０及び１０２
４は、患者補助カートが矢印１０５２の方向でベッドに向かって移動するにつれてパネル
１０５０により図７０に示された位置までバイアスされ、ピン１０４０は上部ラッチ部分
１０２０のアーム１０４４と係合して上部ラッチ部分１０２０を矢印１０５４の方向に旋
回させる。アーム１０４４の遠位端部は、下部ラッチ部分１０２４のアーム１０４６及び
１０４８の間に延びる湾曲表面１０５６に沿って移動する。こうして、下部ラッチ部分１
０２４は、アーム１０４４の端部が図７２の位置まで移動してロッキングピンをラッチ機
構の内部にしっかりと固定しラッチ部分１０２０及び１０２４をロック位置に保持するま
で、矢印１０５８の方向に旋回することになる。オペレータは、図７２の矢印１０６０の
方向に上部ラッチ部分１０２０を手動で回転させることによって、ラッチ機構を解除する
。こうしてバネ１０５０は、ラッチ部分１０２０及び１０２４を図２０に示された位置ま
で戻るよう移動させることができる。従って、患者補助カート７４０を、ベッドから取り
外すことができる。
【０１１３】
図７３は、患者補助カート７４０に結合された車椅子１０６２を例示する。車椅子１０６
２の前輪１０６４は、例示的には、地面から離して支持され、ラッチ部材１０６６により
ベース７４２にラッチされる。従って、看護師は、車椅子１０６２及び患者補助カート７
４０を通常の要領で、車椅子１０６２のハンドル１０６８を用いて押すことができる。患
者補助カート７４０は同様に、上述のものと類似したロッキングピンを用いて車椅子１０
６２の後部表面１０７０に結合させることができる。この実施形態においては、ハンドル
８８４及び８８６は、図５４に示された位置まで旋回させられ、車椅子１０６２及び患者
補助カート７４０を押すために使用される。
【０１１４】
図７４～７６は、本発明のデュアルスクリーン表示装置１１００のもう１つの実施形態を
例示している。表示装置１１００は、間に内部領域を規定するべく第２のハウジング部分
１１０６に結合された第１のハウジング部分を有するハウジング１１０２を内含している
。第１及び第２の表示スクリーン１１０８及び１１１０が、ハウジング１１０２の内部領
域内に位置設定されている。図７５に示されているように、第１のハウジング部分１１０
４は、第２のハウジング部分１１０６の縁部１１１４と係合するように構成された外側フ
ランジ１１１２を内含する。例示的には、第１及び第２の表示スクリーン１１０８及び１
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１１０を保持するためハウジングのための防水シールを提供するべく、ガスケット又はそ
の他のシールが提供される。図７５に示されているように、表示スクリーン１１０８及び
１１１０のための電気信号を変換するための電気コンポーネント１１１８及び電源１１１
６が、第１のハウジング部分１１０４の上に位置設定されている。第２のハウジング部分
１１０６は、アームアセンブリ８０４のヘッド９５０に結合されるように構成された取付
け用領域１１２０を内含している。
【０１１５】
アーム８０４に結合された表示装置１１００の詳細は、図７７及び７８に示されている。
例示的には、アーム８０４が、結合器１１２４により主アーム１１２２に結合されている
。アーム８０４のベース９６４は、軸１１２６を中心として結合器１１２４に旋回可能な
形で結合されている。結合器１１２４は、軸１１２８を中心として主アーム１１２２に旋
回可能な形で結合されている。反対側では、主アーム１１２２は、ピボット軸１１３２を
中心にしてもう１つの結合器１１３０に結合されている。結合器１１３０は、ピボット軸
１１３６を中心にして取付け用ブラケット１１３４に旋回可能な形で結合されている。従
って、アーム１１２２及び８０４は、上述のように、検分及びコンピュータへのデータエ
ントリを容易にするため、１つの部屋の中で複数の指向方向に移動可能である。表示装置
を保護するため、表示装置１１０４に対し保護フレーム１１３８が結合される。アーム８
０４及び１１２２は同様に表示装置１１００を、図８１に示されているようなデータを入
力するための人間工学的位置まで移動させる。
【０１１６】
主アームのもう１つの実施形態が図７９Ａ－７９Ｃに例示されている。主アーム１１４０
は、場所１１４２に示されているように表示装置１１００といったような片持ち荷重を支
持するべく、副アーム８０４に結合されている。主アーム１１４０は、場所１１４４で軸
受荷重を支持している。アーム１１４０は、それぞれ場所１１５２、１１５４及び１１５
６に接地されている３つの別々のリンク機構アーム１１４６、１１４８及び１１５０を内
含している。剛性結合器１１５８が、三角パターンを形成するそれぞれの接続１１６０、
１１６２及び１１６４により各アーム１１４６、１１４８、１１５０に旋回可能な形で結
合されている。図７９Ａは、＋７０度の角度で主アームを例示している。図７９Ｂは、ゼ
ロ度の角度で主アーム１１４０の構成を例示し、図７９Ｃは、－７０度の角度で主アーム
１１４０の位置を例示している。主アーム１１４０は、例示的には、最大の安定性を達成
するべく９０度だけ位相ずれした２つの４本バーリンク機構である。図７９Ｂに示されて
いるように、引張りバネ１１６６が、リンク機構アーム１１４６、１１４８又は１１５０
のうちの１つに結合されている。引張りバネ１１６６は、本書に参考として内含されてい
る米国特許第５,８２６,８４６号に示されたバネと類似している。
【０１１７】
主アーム１１４０がその最高角度（すなわち＋７０度）にあるとき、表示装置１１００の
角位置を維持するために、平衡力はほとんど又は全く必要とされない。この位置で、引張
りバネ１１６６はその自然に収縮した位置にあり、主アーム１１４０に対するいかなる釣
り合せ力も提供しない。主アーム１１４０が回転するにつれて、表示装置１１００をニュ
ートラルの位置に保つのに必要な平衡力の量は、回転角度と共に線形的に増大する。回転
が発生するにつれて、バネ１１６６は拡張し、同じくバネ１１６６の拡張と共に増大する
釣合せ力を供給する。かくして、表示装置１１００によって必要とされる所要平衡力は、
バネ１１６６によって供給される拡張力により相殺される。
【０１１８】
図８０～８２は、病室１２００内に位置づけされた患者補助カート７４０及びデュアル表
示装置１１００を例示している。患者１２０２は、ベッド１２０４の上にいる。患者補助
カート７４０は、ベッド１２０４の頭端部に隣接して位置設定されている。従って、患者
補助カート７４０上のコンピュータ８００は、患者が部屋１２００の中にいる間、患者情
報を収集し続ける。コンピュータ８００は、患者補助器具が部屋１２００の中にあるとき
デュアル表示装置１１００を駆動するように構成されている。ケーブル１２０６がコンピ
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ュータ８００から表示装置１１００まで延びている。頭部壁１２１０は、壁１２１２に結
合されている。ライト１２１４が、頭部壁１２１０より上の壁１２１２に結合されている
。図８０では、上述のデュアル表示装置１１００及びアーム８０４及び１１２２は、ライ
ト１２１４と頭部壁１２１０の間にある領域１２１６内にデュアル表示装置１１００を位
置づけするための構成まで移動させられている。表示装置１１００は、壁１２１２に非常
に近いため、経路から外れることになる。図８０では、アーム１１２２は一般に壁１２１
２に対し平行に延び、アーム８０４は、アーム１１２２から上向きに延びている。
【０１１９】
図８１は、看護師１２１８が上述のように表示装置１１００を用いてコンピュータにデー
タを入力できるようにするため下向きに移動させられたアーム８０４及び１１２２を示す
。表示装置１１００の高さ及び角度は、データエントリ及び検分のための看護師１２１８
による使用を容易にしている。アーム８０４は、表示装置１１００を旋回させ、データエ
ントリ及び検分のため地面との関係において約５度から約６０度という人間工学的角度で
表示装置１１００を整列させるように構成されている。好ましくは、角度は、約２０度か
ら約４０度である。図８２は、モニターが看護師１２１８の頭より上の位置で検分されう
るように高い位置まで移動されたアーム８０４及び８２２を例示している。図８２では、
表示装置１１００は、子供の手の届かないところにある。アーム１１２２及び８０４は、
表示装置１１００を複数の異なる指向方向に位置づけできるようにしている。
【０１２０】
図８３は、表示装置１１００上で表示スクリーン１１０８及び１１１０を駆動し、同様に
患者補助カート７４０上で表示スクリーン８０２も駆動するコンピュータ８００の付加的
な詳細を例示している。コンピュータ８００は、例示的には、２つのビデオカード１２３
０及び１２３２を内含している。第１のビデオカード１２３０は、患者補助カート７４０
上の表示スクリーン８０２及び表示装置１１００上の第１の表示スクリーン１１０８の両
方を駆動する。第２のビデオカート１２３２は、表示装置１１００上で第２の表示スクリ
ーン１１１０を駆動する。換言すると、表示スクリーン８０２及び表示スクリーン１１０
８上の画像は同じである。こうしてコンピュータ８００のコストは削減される。
【０１２１】
図８４は、患者補助カート７４０又はワークステーション上に位置設定されたコンピュー
タ８００を、室内のアーム８０４、１１２２に結合されたデュアルモニター表示スクリー
ン１１００に結合するための電子回路の１実施形態を例示するブロック図である。患者補
助カート７４０上のコンピュータ８００は、デュアルスクリーン表示装置１１００に対す
るファイアワイヤリンクを内含する。主コンピュータ８００は、例示的には、ビデオ用の
mux-demux, タッチスクリーン、ファイアワイヤ接続上のＴＣＩ／ＩＰ通信を内含する。
遠隔表示装置１１００は、ファイヤワイヤプロトコル処理のためのマイクロコントローラ
を伴うmux-demuxを有する。コンピュータ８００を表示装置１１００に結合するためにそ
の他のタイプの伝送ラインを使用することもできるということがわかる。例えば、コンピ
ュータ８００をデュアル表示スクリーン１１００に結合するために、低圧差動信号送り（
ＬＶＤＳ）インタフェースを用いることもできる。
【０１２２】
図８５は、患者補助カート７４０上にあるコンピュータ８００をデュアルモニター表示ス
クリーン１１００に結合させるための電子回路の変形実施形態を例示するブロック図であ
る。図８５の実施形態では、コンピュータ８００は、ファイヤワイヤ接続上でＰＣＩ母線
信号を送るためのmux-demuxを内含している。表示装置１１００は、ＰＣＩ母線信号をパ
ラレル形態に戻すためのマイクロコントローラを伴うmux-demuxを有する。ＬＶＤＳも又
、この構成におけるファイヤワイヤの１代替案である。図８６は、さらに、患者補助カー
ト７４０上のコンピュータ８００を病室１２００内の支持アーム８０４、１１２２上のデ
ュアルモニター表示スクリーン１１００に結合するための電子回路のさらにもう１つの実
施形態を例示している。
【０１２３】
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本発明は、いくつかの例示された実施形態を参考にして詳述されてきたが、以下のクレー
ム中で定義されている、記述された通りの本発明の範囲及び精神の中で、変形形態も存在
する。
【図面の簡単な説明】
詳細な説明は、特に添付図面を参照している。なお図面中、
【図１】　本発明の患者看護拠点コンピュータシステムのコンポーネントを例示するブロ
ック図である。
【図２及び３】　本発明のコンピュータシステムの１実施形態を例示している。
【図４及び５】　本発明のコンピュータシステムのもう１つの実施形態を例示している。
【図６～８】　本発明のコンピュータシステムのさらにもう１つの実施形態を例示してい
る。
【図９及び１０】　本発明のコンピュータシステムのさらなる実施形態を例示している。
【図１１】　救急室内での本発明のコンピュータシステムを例示する斜視図である。
【図１２】　新生児集中看護ユチット内での本発明のコンピュータシステムを例示する斜
視図である。
【図１３】　医院の又はその他の場所の診察室内における本発明のコンピュータシステム
モジュールの斜視図である。
【図１４】　患者に対し提供されるサービスを監視するため部屋の内部で看護師が装着し
ているバッジ又は機器上のタグと通信する本発明のコンピュータシステムを例示する斜視
図である。
【図１５～１７】　病院のベッド上のソケット内部にあるＩＶポール上にコンピュータシ
ステムが取付けられている本発明の実施形態を例示している。
【図１８】　カート上に設置された本発明のコンピュータモジュールを例示する斜視図で
ある。
【図１９】　本発明のコンピュータシステムに対する複数の医療デバイスの無線データ送
信を提供するためのジャンクションボックスを例示する斜視図である。
【図２０】　患者の外出のために使用される患者補助デバイスに取付けられた本発明のコ
ンピュータモジュールを例示する斜視図である。
【図２１】　病室内のＩＶポールとして使用されるコンピュータモジュールを内含する患
者補助デバイスを例示する斜視図である。
【図２２】　車椅子にドッキングされた患者補助及びコンピュータモジュールを例示する
側面立面図である。
【図２３】　本発明のコンピュータモジュールを伴う患者の輸送用病院ベッドに結合され
た患者補助デバイスを例示する斜視図である。
【図２４】　病院ベッドから結合解除され、診断手順のために患者と共に部屋に残された
患者補助デバイスを例示する斜視図である。
【図２５～２７】　本発明のコンピュータシステムと共に使用するためのワークステーシ
ョンの１実施形態を例示する。
【図２８及び２９】　ワークステーションのもう１つの実施形態を例示する。
【図３０】　本発明のコンピュータシステムを内含するさらにもう１つのワークステーシ
ョンを例示する斜視図である。
【図３１】　コンピュータモジュールを収容するためのサポートスタンド斜視図である。
【図３２及び３３】　コンピュータシステムを収容するためのもう１つのスタンドを例示
している。
【図３４】　表示スクリーン１８及び２０上のコンピュータ１２により生成された電子フ
ローシート又はチャートへの入力を例示するブロック図である。
【図３５】　医療デバイス内の冗長なシステムを削減するように中央ステーションに医療
デバイスモジュールが結合されている本発明のブロック図である。
【図３６～３８】　図３４内に概略的に示されているモジュラーシステムを例示している
。
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【図３９及び４０】　病室内で患者が使用するためオーバーベッドテーブルと一体化され
たコンピュータを例示する。
【図４１】　第１の静止表示装置及びそれより小さい第２の取外し式表示装置を内含する
、本発明のコンピュータに結合されるように構成された表示器具のもう１つの実施形態を
例示している。
【図４２】　生理学的モニターからの信号を受信し、テレメトリを用いてこれらのモニタ
ー信号をコンピュータ又は遠隔場所にあるサーバーに伝送するため、直接患者に、又は患
者のサポートに又は患者補助デバイスに結合されるように構成されたモジュールを例示す
る本発明のもう１つの実施形態の斜視図である。
【図４３】　患者支持器具に取付けられたコンピュータモジュール及び病室内にある第１
及び第２の表示装置から分離したハウジング内に位置設定された第３の表示装置を例示す
る、本発明のもう１つの実施形態である。
【図４４】　本発明の１実施形態の例示的表示スクリーンである。
【図４５は及び４６】　本発明のコンピュータシステムを支持するための可動カートを内
含する可動ワークステーションのもう１つの実施形態を例示する。
【図４７Ａ、４７Ｂ及び４８】　本発明のコンピュータシステムの表示情報及びデータエ
ントリ能力のタイプ例を示す。
【図４９】　コンピュータが上に取付けられた患者補助カートのもう１つの実施形態の斜
視図である。
【図５０】　コンピュータが取外された状態の図４９の患者補助カートの斜視図である。
【図５１】　患者補助カートから取外された図４９のコンピュータの斜視図である。
【図５２】　図５１のコンピュータの側面立面図である。
【図５３】　患者補助カート上の可動支持アーム上に取付けられたコンピュータ表示スク
リーン、上向きに旋回した患者支持位置にある座席及び第１の位置にあるプッシュハンド
ルを例示する、本発明のもう１つの実施形態の斜視図である。
【図５４】　下向きに旋回した保管位置にある患者支持座席、及びベッド又は患者補助カ
ートに結合されたその他のデバイスを押すため第２の位置まで移動されたプッシュハンド
ルを例示する図５３の患者補助カートの斜視図である。
【図５５及び５６】　図５３及び５４のカートに結合されたコンピュータのコンポーネン
トを例示する斜視図である。
【図５７】　カート上に載せられた付加的機器を伴う図５３及び５４の患者補助カートの
斜視図である。
【図５８】　可動アーム上の入力デバイス及び表示スクリーンの運動を例示する図５５の
カートの斜視図である。
【図５９及び６０】　患者補助カートの座席の動作を例示している。
【図６１及び６２】　患者補助カートのラッチ機構及び可動プッシュハンドルを例示して
いる。
【図６３及び６４】　患者補助カートの支持ポストとの関係においてプッシュハンドルを
固定したり固定解除するための機構を例示する。
【図６５】　本発明のキャスター制動器具を例示する。
【図６６～６８】　コンピュータの表示スクリーンのための支持アームを例示する。
【図６９】　病院のベッドに結合された患者補助カートを例示する。
【図７０～７２】　患者補助カートに対しベッド又はもう１つのデバイスを結合するため
のラッチ機構の動作を例示している。
【図７３】　車椅子に結合された患者補助カートを例示している。
【図７４～７６】　第１及び第２の表示スクリーンを収容するように構成された密封され
たハウジングの詳細を例示している。
【図７７及び７８】　壁、カート又はその他のデバイスに対しデュアルスクリーン表示ハ
ウジングを結合するための支持アームを例示している。
【図７９Ａ～Ｃ】　本発明の一次支持アームのもう１つの実施形態を例示している。
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【図８０～８２】　病室内のデュアルスクリーン表示装置のためのさまざまな指向方向を
例示している。
【図８３】　第１、第２及び第３の表示スクリーンに結合されたコンピュータ内のビデオ
カードの詳細を例示している。
【図８４】　部屋の中に取付けられたデュアルモニター表示装置に対し患者補助器具又は
ワークステーション上のコンピュータを結合させるための電子回路の１実施形態を例示す
るブロック図である。
【図８５】　部屋の中に取付けられたデュアルモニター表示装置に対し患者補助器具又は
ワークステーション上のコンピュータを結合させるための電子回路のもう１つの実施形態
を例示するブロック図である。
【図８６】　部屋の中に取付けられたデュアルモニター表示装置に対し患者補助器具又は
ワークステーション上のコンピュータを結合させるための電子回路のさらなる実施形態を
例示するブロック図である。
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